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要旨：本研究は，従来の社会言語学的研究ではあまり注蟹されて来なかった発話が

もたらす対人的影響・対人効果という側揃について，新聞の投書欄をデータとして

用い，E常生活におけるその一端を明らかにすることを目的とする。前稿では，読

者に対するそうした投書行動をメタコミュニケーション行動ととらえそれ自体を

まず分析したが，本稿では引き続き，「発話」と「効果」の関係そのものについて，

発話の持つ機能とそれがもたらす対人効果の方向性（プラス的かマイナス的か）と

いう観点から分析を行なった。その結果次のことが明らかになった。

　　〈行動依頼〉〈行勤命令〉〈評価衰明〉〈判断表明〉は，対人効果の方向性には

特に片寄りが認められず，プラス効果・マイナス効果いずれも普通にありうること

がわかった。

　　それに対しく行動勧め〉〈挨拶〉〈感謝〉〈謝罪〉（〈感想表明〉）は，かなり

プラス効果に傾くことがわかった。しかし，マイナス効果も全く無いわけではない

こともまたわかった。

　　またく呼びかけ〉は，効果が強い場合にはマイナス効果にいくぶん傾くことがわ

かった。

キーワード：投書　発話機能　対人効果

Abstract：　IR　this　study　we　analyze　the　interpersonal　effects　of　utterances　，　which

have　not　received　much　attention　in　Japanese　sociolinguistics，　based　on　data

from　readers’　columns　（letters　to　the　editor）　．　IR　a　previous　paper，　we　analyzed

the　contributions　themselves　as　a　type　of　metacommunication　behavior．　ln　this

paper，　we　analyze　the　relations　between　utterances　and　their　interpersoRai

effects，　from　the　viewpoint　of　functions　of　utterances　and　the　directions　of　the

effects　（that　is，　positive　or　negative）　．

　　　In　such　functions　as　‘action－request’，　‘actioR－command’，　‘assessment－state－

ment’　and　‘judgment－statemeRt’，　Ro　trend　is　found　in　tke　directions　of　the

effects　．

　　　On　the　other　hand，　iR　such　functions　as　‘action－recommendation’，　‘greet－

ing’，　‘thanks’，　‘apology’　（and　‘impressien－statemeRt’）　，　there　is　a　stroRg　ten－

dency　towards　positive　effects，　although　there　are　several　cases　of　negative

effects　．

　　　Finally，　there　is　a　tendency　teward　negative　effects　for　those　‘address’

function　utterances　that　produce　strong　effects．

Key　words：　readers’　column，　functieR　of　utterance，　interpersonal　effect
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1．はじめに

　我々がff常生活で他者に対して行なう発話は，単に情報伝達という機能を

果たしてそこで終了するのではなく，発話の結果として，話し相手へ，脇で

聞いている第三者へ，あるいは場合によっては話し手自身へと，その発話の

関係者にさまざまな波紋を広げて行くものである。

　従来の社会雷語学的研究では発話の生成の側面に関心が集中し，ひとたび

生成された発話が関係者にどのような影響をもたらしていくかという対人的

な効果・影響という側面には，あまり注心してこなかった。

　本研究は，実際に生成された言語表現を踏まえつつも，その先にある対人

効果という側面にまで射程を広げ分析しようと試みるものである。

　最終的な研究対象は我々の田當生活全般ということになるが，まずは「発

話」と「対入効果」というデータをペアで比較的容易に，しかもできるだけ

バラエティに富む形で得られそうなメディアということから，新聞投書欄を

利用した。すなわち，新聞投書欄の中で，発話およびそれがもたらした対人

関係上の効果について比較的弱示的に書かれたものをデータとして収集した

のである。典型的には，「××した時，○○さんからく……〉と言われて△△

だった。」という純一が含まれている投書を収集したわけである。

　ff常生活においては対人的インパクトがさほど大きくない発話も当然普通

に行なわれているわけであるが，投書から得られるデーータは，投書を通じて

読者と効果を分かちあいたいと願うほどインパクトの強いものであると言え

る。また，いかなる内容の投書を採択するかという編集者側の方針も，得ら

れるデータに片寄りをもたらす。油ここで得られたデータは，こうした提供

蓄・採択者の選択のプロセスを経たものであり，従って田常の言語生活の縮

図を現わしているわけではなく，かなり片寄りのあるデt一一一・タである。この点

については尾崎喜光（1995a；以下「前稿」）でも既に述べたとおりである。

　しかし，そうした制約が伴うデータであるということは認めっっも，そこ

で語られていることがらも確かに現実の一部であること，そして「発話」と

「対人効果」のペアを比較的容易に得やすいという利点から，研究の出発点
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として，まずはこうしたデータを用いたわけである。

　なお，「対人効果」の中にもいろいろなレベル・側面がありうる。例えば，

他者に対しある事態を認知させたり情報の追加や修正を加えるというような

認知的レベルでの効果，他者に対し心理的変化を喚起させるような情緒的レ

ベルでの効果，そうした効果を通して他者に対し具体的行動を起こさせるよ

うな実質行動レベルでの効果，などが考えられる。本研究では，これらのう

ち，日常のダイナミックな対人関係に最も中心的・本質的に関係があると考

えられる情緒的レベルの効果に焦点を当て，この種のデータを収集した。

　さて前稿では，発話の対三七効果を話題にした新聞投書欄への投書行動そ

のものについて，それをメタコミュニケーション行動ととらえ，投稿者の属

性，投稿者と発話者の関係，発話者の属性，効果先，効果の種類などの観点

から，この種の雷語行動の傾向性を見てきた。いわば収集したデータの外枠

を分析したわけである。本稿では，投書された内容そのもの，すなわち「発

話」とその「対入効果」の関係そのものについて，発話機能と対人効果の関

係という側面から分析を試みようとするものである。

2．データについて

2．1，本稿で分析の対象とするデー一夕の範囲

　データは，『朝N新聞』（東窟本社）（1985年1月～1993年12月頃での9年

間）の投書欄，すなわちヂ声」「ちょっとひとこと∫小さなかけ橋」「お茶の

三三」「読者から」から収集した。得られた投書数は381である。ただし1つ

の投書に2つ以上のケースが書かれているものもあり，データ数は419である。

　ケースによっては，2つ以上の焦点になる発話が1つの効果を生んだと見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まられるものもある（複数人による複数発話が1つの効果；問や他者の発話に

より不連続になった一人の人物による複数発話が1つの効果）。こうしたデー

タは分析が複雑になるため本稿ではひとまず分析の対象から除外した（デー

タ数は330例に絞られる）。さらに，1つの発話が2つ以上の焦点となる文か

ら構成されていたり，0文（つまり無言）から構成されている場合もここで
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は分析の対象から除外し，1つの発話が1つの焦点となる文から構成される

（多くの場合は1発話1文1効果），分析が比較的容易なケースのみを対象

とする。対象となるデータ数は結局226例である。

2．2．データの基本的属性

　226例のデータの基本的属性は次のとおりである。

①投稿者の属性

　・投稿者数（投書数）：213。

　・性　劉：男性46（21．6％），女性159（74．6％），不詳8（3．8％）。

　・年代別：0代1（0．5％），　10代10（4．7％），20代38（17．8％），

　　　　　　30代51（23．9％），40代42（19。7％），50代29（13．6％），

　　　　　　60｛k29　（13．6％），　70｛〈12　（5．6％），　　不言羊1　　（0．5％）o

②発話者の属性等（性劉・年代別は「？」付きも含む）

　●発言舌側数：2260『

　・性別：男性92（40．7％），女性78（34．5％），不詳・混性56（24，8％）。

　・年代別：0代7（3．1％），　10代19（8．4％），20代10（4．4％），

　　　　　　30代6（2．7％），　40代6（2．7％），　50代9（4．0％），

　　　　　　60代3（1．3％），　70代以上5（2．2％），若年39（17．3％），

　　　　　　中年16（7．1％），　高年14（6．2％），　不詳92（40．7％）。

　・投稿考との関係：投稿者本人18（8．0％），投稿者以外208（92。0％）。

③投稿者の立場

　　話し手18（8．0％），彬手（の一人）133（58．8％），第三者（伝聞者を含む）

　　73（32．3％），馬手か第三者2（0．9％）。

　①③については，前稿で報告したオリジナルデータの分布と大きな違いは

ない。②についても，集計方法が前向と異なるため簡単に比較しにくいが，

やはり大きな違いはないと思われる。すなわち，基本的属性の点からは，ほ

ぼオリジナルデータの縮図と見なすことができる。
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3．牙析

3．1．分析の枠組み

　発話が対人効果をもたらすプロセスは次のようなものであると考えられ

る。

　まず，ある意味内容を持ったく表現形式〉（発話）が生成される（下図の

Aの段階〉。その発話は，単に述べられるだけではなく，聞き手に対して何ら

かのく対人的発話機能〉を生成しながら述べられる（Bの段階）。そしてそれ

は，ことばを越えた何らかの〈対人的行為〉となる（Cの段階）。その行為が，

相手や第瓢者や話し手自身に対し何らかのく対人効果〉をもたらすことにな

る（Dの段階）。

　A
表現形式→
（明示的）

→

　
的C
人
為

　
対
行

　
↓
　
　
能

　
的
機

B
人
品

　
対
話

　
↓ 　　　D

→対人効果
　（明示的）

（分析者による判断）

　E　　T
発話行為の構成要素
（分析考による判断）

A B c D

例）　コノ傘使ッテクダサイ。　→　勧め　→　援助　→　ありがたさ

E：雨に降られて困っていた時こ揚面］，通りすがりの関係の人物
　　から［関係コ，（通常は声をかけられることがないのに）声をか
　　けられ［接触〕，その人物の傘を持って行くことを勧められた
　　［内容コ。【例えば，雨が降っていても相手が傘を持っていて
　　囲っていない場合［場面］，発話者と根回が家族関係にある場
　　合［関係・接触］，日傘を持って行くことを勧められた場合［
　　内容］には，このような効果を生む可能性は小さいものと考え
　　られる】
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　しかし，本データに観察されるような比較的大きな対人効果がもたらされ

たのは，その発話行為が，被効果者が持っている基準となんらかの点で異なっ

て発話されたためであると考えられる。いかなる点に問題があったかを考え

るにあたっては，〈発話行為の構成要素〉（図のE）に分けてチェックするの

が有効であると考える（構成要素については杉戸清樹（！994）による日本語

母語話者とff本語勢母語話者との誤解のメカニズム解明のための分析枠組み

を参考にした）。すなわち，［メッig　一一ジ内容］［書味行動類型］［言語形式］

〔発話の調子3［雷語コード3こ発話主体］［発話椙手3〔発話主体と発話椙手

の関係］［場面・状況］［媒体］［言語接触そのもの］［その他］という構成要

素に分け，当該の発話においてこれらのうち何が問題であったため大きな効

果がもたらされたかを考える。

　以上のA～Eに聖跡しながら分析するのが，今回の分析の枠組みである。

　なお，A～Eのうち，データの中で明示的なのはAとDである。この部分

の確かさは少なからず保証されている（ただしこれとても投稿者や編集者の

フィルターが入っている可能性があることには注意を要する）。

　それに対してB（より厳密にはA→B），C（より厳密にはB→C），　Eは，

今回のデータの中では多くの場合明示されておらず，分析者による判断が介

入し客観性が低下してくる部分である。しかし，分析者も日本語社会で生活

しており日本語の語用論的ルールをかなりの程度共有していると考えられる

こと，また投書の文面から背景的情報もある程度得ることができることから，

分析者の判断にも少なからず妥当性があるものと判断される。例えば，ある

状況で外せられた「コノ傘使ッテクダサイ」という発話（A）は「勧め」と

いう対人発話機能を持っている（B）と判断すること，それは「援助」とい

う対人的行為（C）をなしていると判断すること，そしてそれが「ありがた

さ」いう需葉で明示される効果を生んだひとつの理由は「通りすがりの関係」

という1発話主体と発話相手の関係］のもとで発話されたためであると半蜥

することは，それほど無理の無いことと思われる。ただし全ての事例がこの

ようにすっきりと割り切れるわけでもなく，分類が難しく今後修正が必要と
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なる部分もあろうかと思うが，現段階での判断を一応妥当性のあるものと考

え，分析を進めることとする。

3。2．本稿での分析の視点

　以上に述べたA～Eのうち，いずれかを軸にして分析を進めることが可能

である。（なおAとDは，生データのままではバラエティが多過ぎ分析しにく

いので，オリジナルデータから離れ過ぎない程度に町勢化して分類する必要

がある）

①〈対人的発話機能〉（B）を軸とした分析

　事例に現われた〈表現形式〉がいかなるく対人的発話機能〉を持つかをま

ず分類し，避く対人的発話機能〉が誰に対しいかなるく対人効果〉をもたら

すかその傾向性を分析する。その際，〈発話行為の構成要素〉のうち何が通常

と異なっていたかにも注目する。なお，〈対人的発話機能〉とく対人効果〉の

間にく対人的行為〉というステップを入れるべきではあるが，まだカテゴ

リーの数が多過ぎ（＝各カテゴリーに入る事例数が少なくなる），さらに絞り

込むか構成要素に分解するなどの作業が必要であるため，現下階ではここは

スキップすることになる。

②〈対人的行為〉（C）を軸とした分析

　分析者により判断された各〈対人的行為〉が，いかなる〈対人的発話機

能〉により実現されるか（そのく言語形式〉はどのようなものであるか），そ

れはまたいかなるく対人効果〉をもたらすかについてその傾向性を分析す

る。その際，〈発話行為の構成要素〉のうち何が通常と異なっていたかにも翠

雨する。

③〈対人効果〉（D）を軸とした分析

　ある種の〈対人効果〉はいかなるく対人的行為〉により実現されるか，そ

れが発話によってもたらされる場合にはいかなる〈対人的発話機能〉を持つ

発話により実現されるか（その〈雷語形式〉はどのようなものであるか）に

ついてその傾向性を分析する。その際，〈発話行為の構成要素〉のうち何が通
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常と異なっていたかにも注目する。ただし，軸とする〈対人効果〉のカテゴ

リーの数がまだ半過ぎ（＝各カテゴリーに入る事例数が少なくなる），さらに

絞り込むか構成要素に分解するなどの作業が必要であるため，現段階では「効

果の方向性」（プラス効果か，マイナス効果，中立効果か）という点からの分

析になる。

④〈発話行為の構成要素〉（E）を軸とした分析

　〈発話行為の構成要素〉のうち通常と異なっているとして問題にされる傾

向が強いものはどれか，そしてそれがどのように通常と異なる時に問題とさ

れるか，それはいかなるく対人効果〉をもたらす傾向があるか，といったこ

とについて，〈対人的発話機能〉やく対人的行為〉と関連づけて分析する。

　以上のうち④については尾崎喜光（1995b）で報告した。ただしく対人的発

話機能〉やく対人的行為〉との関連からの分析はまだ行なっていない。

　②③については，すでに雷及したように，軸となるく対人的行為〉〈対人

効果〉の整理がさらに必要と考えられるので，これらは今後の課題とする。

　本稿では①の視点からの分析を行なう。ただしく対人効果〉については，

③に述べたようにまだ分析に用いにくい段階にあるので，本稿では主として

「効果の方向性」（プラスの効果かマイナスの効果か中立的な効果か）という

点から見ていくこととし，〈対人効果〉の内容そのものと関連づけての本格

的な分析は，今後の課題とする。

3．3．〈対人的発話機能〉そのものについて

　得られたデータに観察される発話について，その発話を通じて他者に対し

何をなそうとしているかという対人行動論的観点から発話の機能分類をした

ところ，次ページ以下のようであった（□で囲ったもの）。小さな数字は度数

である。表をすっきりさせるため度数の小さなものはここでは省略してある。

太い□で囲ったものは，3。5．で分析の対象とする機能である。

　本データの発話は全て対人行動的発話であるが，日常生活では非対人行動

一65一



的発話（独り雷など）が，発話者が意図することなく対人効果をもたらす場

舎もあろう。

　対人行動的発話の中にも，たまたま本データには認められなかったという

ものもあろう。例えば1．3．3．1．の「物晶提供」に対応する「物品要求」など

がそれである。こうしたものを探し出し，効果がもたらされることが少ない

発話機能（より厳密には投書欄に現われにくい発話機能）にはどのようなも

のがあるか，ということを明らかにすることも意味のある作業かと思う。し

かし，今の例のように，パラレルな関係から体系の穴を埋めていく作業は比

較的容易であるが，パラレルな関係にないものについてまで欠無く完壁に行

なうことは，現在の筆者には手には余る作業である。また今回の分析では，

いかなる発話機能がいかなる対人効果を産みやすいかという全般的な傾陶性

についてまず見てみるため，比較的頻度数の多い機能のみを分析の対象にと

して取り上げる。そこで本稿では，分析対象とするデータから帰納された分

類の部分体系を示すにとどめることにする。

1．直接的働きかけ行動149〔要求や勧誘や提供などをする〕

　1、1．要求75〔相手に何かさせる〕

　　1．1．1．行動47

　　　1．1．1．1：行動要求29（行動依頼16，行動命令13）

　　　1．1．1．2．行動勧め18

　　1．1．2．’1青幸浸26

　　　1．1．2．1．情報要求6

　　　1．1．2．2。［麺i褻司・

　　　1．1．2．3．［亟函・

　　　1。1．2。4．同意要求7

　1．2勧誘3〔自分の行動に栢手を巻き込む〕

　　1．2．1．行動3

　　　1．2．1．1．行動勧誘3
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　1．3．提供27〔自分が何かする）

　　1．3．1．ぞテ動8

　　　1．3．1．1．　そう＝動提柔共5

　　　1。3．1．2．行動要求受入れ拒否3

　　1。3．2．’i青幸匿i7

　　　1．3，2。1階幸醍供・（［麺ヨ・，事実幸賠・）

　　　1。3．2．2．　説明提｛共9

　　1．3．3．二二2

　　　！．3．3．1．物品提供2

　1．4．調整5〔自分と根手との調整をする〕

　　1．4．1．対人関係謹・・（呼びかをナ・，團97圃16，　pm6P

　　　　　　匝劃・）

2．丁丁的働きかけ行動62〔心理的表明をする〕

2．1．匪亟鰯・・（匿晶晶1％慰労糊・）

　2．2．認識表囎7

　2．3．半憶断表明22

　2．4．感想表明13

　2．5．意志衰明5

2．6．［璽麺］・

2．7．匿望藝瓠・

3．4．〈対人効果〉そのものについて

　く対人的発話機能〉に対して従属変数となるく対人効果〉そのものの基本

的属性および効果の種類（方向性）は，次のようであった。

①効果先（効果先が複数である場合もある）

　相手164（67．8％），第三者67（27．7％），話し手自身11（4．5％）。

②効果先と投稿者との関係

　相手としてのく投稿者＞136（58．6％）
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　話し手としてのく投稿者＞10（4．3％）

　第三者としてのく投稿者＞59（25．4％）

　相手としてのく投稿者以外＞26（ll．2％）

　話し手としてのく投稿者以外＞0（0．0％）

　第三者としてのく投稿者以外＞1（0．4％）

③雷語行動以外で効果をもたらしたもの（“行動が効果をもたらしたと判断さ

　れる事例数“／”行動の存在が確認できる事例数”）

　パラ言語（33／34），非三三（29／30），実質行動（46／50）。言語行動のみが

効果128。

④効果の種類

　実際の効果は複合的であり，また言葉で十分表現しきれないことも少なく

ないであろう。しかし，客観的な分析を確保するために，情報の限界は認め

っっも，文面に明示された蓑現を手がかりに効果の分類を行なう必要がある。

何等かの意味で「プラス」であるか「マイナス」であるか「申立」であるか

という点からまず大分類し，さらに類似した表現を整理したところ次のよう

になった。頻度の高い効果とその度数を掲げるが，ラベル（および整理）に

ついては暫定的であり，今後再考の余地がある。

　企プラスの効果（129）：うれしさ（36），感動（27），ありがたさ（15），温まり

　　　（12），なごみ（10），安堵（5），感激（5），爽やかさ（4）

　＆マイナスの効果（79）：不愉快（16），驚き［「あきれ」等］（8），恐れ（6），

　　　立腹（4），恥かしさ（3）

　愈中立の効果（10）：驚き〔「態度変化」等／（3）

　Aマイナス～中立の効果（7）

　企複合的な効果（5）

　旧稿で報告したオリジナルデータと比べ分布はおおむね同じである。ただ

し④については，オリジナルデータよりも「プラスの効果」に傾く（オリジ

ナルデータではプラスとマイナスが半々程度）。ひとつの原困として，ほとん
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どの場合マイナス効果をもたらした0文（つまり無言）が今園のデータに含

まれていないことが考えられる。

3．5．　〈対人的発話機能〉とく対人効果〉の関係について

　分類の結果を付表として本稿の宋尾に掲げる。

　表の見方などについてコメントを加えておく。

　この表は，左から3つ目の項目である「対人的発話機能」によりソートさ

れている。3．3。で示した体系に出てくる順番で並べてある。

　発話そのものは「主部内容」と「述部内容」に分析し，その発話が，何に

ついてどうだと言っているのかを簡潔に示した。このうち「主部内容」は，

データに明示されておらず分析者による補いであるケースが少なくない。「述

部内容」も分析蕎による要約や周辺琴平報の切り捨てが含まれている。

　「対人的発話機能」は3．3．に示した分類である。判断に多少迷いがあるも

のには「？」が付いている。

　「述部末尾形式」は，「対人的発話機能」が翼体的にどのような形式により

表現されたか，述部の末尾の部分を示したものである。テンス・アスペクト・

ヴォイス・認め・待遇・終助詞などもできるだけオリジナルのままを示し，

もとの形式が分かるようにした。なお直前の品詞は，［名］（名詞），［動1（動

詞）などのように，［］で括って略称で示してある（活用形の表示は基本的

に省略）。〈方言〉などは，語形に対する注記である。「～」は省略を意味する。

「？」は質問文である’ことを意味する。分析者の判断の迷いではない。

　「対者行為の方向性」は，その発話を通してのく筆入的行為〉（3．1，のC

に当る局面）が，主として相手に対して「友好的」な行為であるのか（○印），

「対立的」な行為であるのか（×鋤，「中立国」な行為であるのか（△印）

を，分析者の判断により示した。直接の話し相手に対してと，脇にいる第三

者に対しての方向性が異なる場合もある。

　「効果先」は，「相手」か「第三者」か「話し手」の区別を示す。複数の立

場の人物に効果がもたらされていることが明示されているデータも時にはあ
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る（例えば相手と第三者）。次に述べる「効果（抽象）」が，効果先により異

なる場舎は，「①，②」と区劉して対応関係が分かるように示した。

　「効果（抽象）」は，生データを分析者の判断で抽象化し，ラベルを貼った

ものである。まだバラエティが多過ぎるため本稿では分析に用いないが，現

段階でどのように整理されているかを示した。今後さらにカテゴリの数を絞

り込んだり，ラベルの妥当性を再検討する必要がある項冒である。

　「効果（＋一）」は，「効果（袖象）」が対人的にどういう方向性を持つもの

であるかを，「プラス（÷）」「マイナス（一）」「三角（△）［＝中立的］」の3

つのカテゴリで示した。

　「非書捨効果」「実質行動効果」は，それらが存在することが文面から明ら

かであり，かっく対入効果〉に寄与していると分析者により判断された場合

に○印を付けた。

　それ以下右側の12項目は，〈発話行為の構成要素〉のうち，何がく対人効

果〉に寄与していたかを，これも分析者の判断により示したものである。こ

れらの項目もまだ再考の余地がありそうである。

　「内容Jはメッセージ内容，「行動」は言語行動類型，「形式」は言語形式，

「調子」は発話の調子，「コー」は欝語コー一　F，「主体」は発話主体，「相手」

は発話相手，「関係」は発話主体と発話相手との関係，「場面」は場面・状況，

際体」は媒体，「接触」は雷語接触そのもの，「他」はその他である。「調子」

は，どのような調子の発話であるかが明示され，かつそれが効果をもたらし

たと判断された場合にのみ○印が付く。「恐らくこのような調子であろう：と

いったような“読み”は，ここでは行なっていない。

　これらの項目に○印が付くというのはどのようなことであるかについて

は，次のとおりである。「…」の右側は，効果先として最もポピュラーなく聞

き手〉を視点とした記述である。

　①〈メッセージ内容〉…コンナ内容ヲ言ワレタタメニ

　②〈言語行動類型〉…コンナ雷イ方ヲサレタタメニ［例：依頼→命令，依

　　　　　　　　　　　頼→認識表明，感謝→慰労，謝罪一）一説明要求3

一70一



　③〈言語彩式〉…コンナ雷イ方ヲサレタ丁目ニ［例：オバアチャン1

　④〈発話の調子〉…コンナ声ノ調子デ言ワレタタメニ

　⑤〈言語コード〉…コンナ言語体系デ言ワレタタメニ

　⑥〈発話主体〉（その人自身の属性［性別・年齢・職業・心身特徴・経験・

　　　　　　　　日常の書動］）…コンナ人カラ言ワレタタメニ

　⑦〈発話相手〉（同上）…コンナ人二対シテ雷ワレタタメニ

　⑧〈発話主体と発話楊手との関係〉…コンナ関係ノ相手カラ雷ワレタタメ

　⑨＜場面・状況＞i一一コンナ場面や状況デ雷ワレタタメニ

　⑩〈媒体〉…コンナ媒体デ言ワレタ引目ニ［例：電話→直接］

　⑪〈雪語接触そのもの〉…ソモソモ声ヲカケラレタタメニ

　⑫〈その他〉…時代，タイミング，頻度，など。

　このように整理されたデータをもとに，〈対人的発話機能〉を分析の軸と

しながら，〈対人効果〉との間にいかなる傾向性が認められるか観察してい

くことにする。ただし，〈対人効果〉の側については，「効果（抽象）」にまだ

再考の余地があるので，本稿では効果の方向性（「効果（＋一）」）との関連を

見ていくにとどめる。また，〈対人的発話機能〉の側についても，事例数が多

く傾向性がある程度見やすいものについてのみ見ていくことにする。すなわ

ち，〈行動依頼〉〈行動命令〉〈行動勧め〉〈挨拶〉〈感謝〉＜呼びか

け〉〈謝罪〉〈評価表明〉〈判断表明〉〈感想三下〉に限定して見ていくこ

とにする。

3．5．1．　〈行動依頼〉とく対人効果〉の関係

　事例数は16。内訳は，プラス9，マイナス3，マイナス～中立3，マイナ

ス＆中立（2種の効果）1であった。ややプラスに傾くが，マイナス～中立な

どを考慮すると，決定的な片寄りと言うほどではない。プラス・マイナスい

ずれも普通にありうることである。

　プラス効果は，相手や第三者の利益のために相手に行動を起こさせること
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を〈依頼〉の形で表現するというのが目立つようである（通しas号　2，3，

5，6，8，11）。〈依頼〉というと典型的には，発話者の利益のために相手

に自発的に行動を起こさせるという事態が想起されるが，瞬常の対人効果（プ

ラス）という点からは，他者の利益のために義手に行動を起こさせるという

事態の方がより重要と言えそうである。

　なお，〈依頼〉によリブラス効果がもたらされたのは，特に［内容］［場面

［接触〕において通常と異なっていたためという傾向性が見られる。例をひ

とつ掲げる。〈〉内の数字は付表の通し番号である。「→」の左側の部分が

発話の引用，右側が効果先および具体的な効果の引用である。それぞれ下線

が，焦点であると半弓された部分である。

　例1）〈3＞状況：相手としての投稿者がバスを降りようとして料金を800

　　三分多く入れてしまった時バスの運転手が言った。

　　　　「il…乗客の皆さんから，料金の前払いをいただいて，おつりをあげ

　　るから待っていてください』」→相手（投稿者）「寒風の中を歩きながら，

　　心がほかほかと温かくなった。」（声，1990．03．03）

　マイナス効果は，自分の損益がさらに進行するのを阻止するのために梱手

の行動を非難しやめさせることをく依頼〉の形で表現するというのが鼠立つ

（通し番号12，13，14，15，16）。そしてそのような効果がもたらされたのは，

特に［内容］［調子〕において通常と異なっていたためという傾向性が見られ

る。

　例2）＜12＞状況：相手としての投稿者が寿司屋に入り，ネタの書かれたビ

　　ラを指で差しながら注文していた時。

　　　「『指差して注文しないでくれ。不愉快になるから』i→相手（投稿者）

　　　「一瞬あ然…」「こちらも不愉快になったので店を出ました。」（お茶の

　　間発，　1991．09．10）

3．5．2，　〈行動命令〉とく対人効果〉の関係

　事例数は13。内訳は，プラス7，マイナス6であった。効果の方向性には
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大きな片寄りは認められず，プラス・マイナスいずれも普通にありうること

がわかる。

　プラス効果は，彬手や第三者の利益のために相手に行動を起こさせること

を〈命令〉の形で表現するというのが霞立つようである（通し番号17，21，

22，23，24）。先のく依頼〉と同様，〈命令〉も典型的には，発話者の利益の

ために発話者の権威により野手に行動を起こさせるという事態が想起される

が，日常の対人効果（プラス）という点からは，他者の利益のために相手に

行動を起こさせるという事態の方がより重要と言えそうである。

　なお，〈命令〉によりこのような効果がもたらされたのは，特に［内容3［関

係］［場面］［接触］において通常と異なっていたためという傾向性が見られ

る。

　例3）〈17＞状況：投稿者が自転車で転んで大けがをしたため家族の生活が

　　一変した。早朝と夜遅くまでの家事を長期間続けてもらった娘に「ごめ

　　んなさいね」と挙った蒔。

　　　雪それは卜わないことね恥→梱手（投稿考）「本当にうれしかった。」

　　　（声，1989．0424）

　マイナス効、果は，これもく依頼〉と同様，自分の損益がさらに進行するの

を阻止したり任務を遂行するのために相手の行動を非難しやめさせること

をく命令〉の形で衰現するというのがやや冒立つ（通し番号25，26，27，28，

29）。そのような効果がもたらされたのは，特に［内容］［調子3において通

常と異なっていたためという傾向性が見られる。

　例4）〈28＞状況：何かの競技を終えた女子高校生とおぼしき姿が大勢見え

　　る市営グラウンドから，スピーカーに乗った大きな声を投稿者が聞い

　　た。

　　　　「『おまえら，畢く帰れ。何してん燭」→第三者（投稿者）「…一瞬

　　わが耳を疑った。…なんとも乱暴な，汚いしゃべり方ではないか。」（声，

　　1988．e8．25）
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3．5．3．〈行動勧め〉とく対人効果〉の関係

　事例数は18。内訳は，プラス15，マイナス1，中立1，プラス＆プラス（2

種の効果）1であり，プラスの方向に大きく傾く。これは，相手の利益のた

めに自分の所有物や権利を分与したり貸与したりという分与貸与行動がく行

動勧め〉として表現される傾向があるためである（通し番号30，31，32，33，

35，38，39，40，42，43，44）。また，こうした効果がもたらされたのは，特

に［内容］［関係］〔場面］［接触］において通常と異なっていたためという傾

向性が見られる。なお，〈勧め〉に伴う実質行動としての分与貸与行動そのも

のも，ほとんどの場含同時に効果をもたらしているものと考えられる。

　例5）〈30＞状況：投稿者が井の頭公園へ車で遊びに行った。公園の駐車場

　　が空くのを待っていた時，乗せていた子供が自分の孫くらいでかわいい

　　と思った初老の男性が近づいてきて言った。

　　　　確よかったらうちの駐車場を使いなさい動→相手（投稿者）「この

　　ご親切な方に改めて感謝しました。」（ちょっとひとこと，1985．04．2の

　〈勧め〉によるマイナス効果というのは事例が少ないが，全くないわけで

はない。たとえ相手の利益を思ってのく勧め〉であっても，それが相手にとっ

て迷惑になる場合にはマイナスとなる。

　例6）〈45＞状況：結婚して六年目になるが子どもができない投稿者が，子

　　供が出来たかと聞かれ，さらに追い打ちをかけるようなアドバイスを受

　　けた。

　　　「『病院へ行って検査したら？』」→根手（投稿者）「『余計なお世話だ』

　　と心の中でつぶやきながら…何げない野趣や態度が人を傷つけやすく，

　　プレッシャーを与えてしまうこともあるのだと自覚すべきである。」

　　　（声，1993．06．16）

3．5．4．　〈挨拶〉とく対人効果〉の関係

　事例数は9。内訳は，プラス8，マdナス1であり，プラスの方向への大

きな片寄りが認められる。〈挨拶〉により当事考間にマイナス効果がもたら
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されるということは基本的にはなく，もたらされるとすればプラス効果とい

うことである。こうした効果がもたらされたのは，特に［関係］［場面3［接

触］において通常と異なっていたためという傾向性が見られる。

　例7）〈104＞状況：投稿者が伊豆の田舎に行って掌校の近くの道を歩いて

　　いた。下校する15人程度の小町生の集団とすれ違った時に一人ひとり

　　から言われた。

　　　　「『こんにちは滋」→相手（投稿者）「私の方もうれしくなって…その

　　田は一日中すがすがしく，気持ちがよかった。」（声，1993．09．28）

　なお，マイナス効果も全くないわけではなく，表現形式としてはく挨拶〉

だが真の行動意図はからかいである場合などがそれである。

　例8）〈U2＞状況二投稿者が外国人の夫（ニュージーランド出身）と道を

　　歩いていて小学生たちとすれちがった時。

　　　　腎ハロー，ハロー』」→第三者（投稿者：妻）「こんな不愉快な経験

　　を…」（声，1993．04．04）

3．5．5．〈感謝〉とく対人効果〉の関係

　事例数は16。内訳は，プラス15，マイナス～申立1であり，これもプラス

の方向への大きな片寄りが認められる。〈感謝〉により当事者間にマイナス

効果がもたらされるということも基本的にはなく，もたらされるとすればプ

ラス効果ということである。こうした効果がもたらされたのは，特に［行勤

（書語行動類型）］［主体］［字画［接触］において通常と異なっていたため

という傾向性が見られる。［行動3が通常と異なるというのは，現代の日本語

社会でく感謝〉が義務的には要求されない（篇言語行動がゼロであってかま

わない）にもかかわらずく感謝〉をしたというものである。

　例9）〈124＞状況：JR御茶ノ水駅ホームで，駅員と数人の通りすがりの男

　　性が，車いすの男性が階段を上がるのを手伝っていた。投稿養も駅員に

　　申し出たものの女性なので断わられた。しかし後からついて行った。階

　　段を上がったところで駅員が手伝った人（投稿者も半ば含む）に誓った。
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　　　「『大変ありがとうございました恥→相手？，第三者？（投稿者）「私

　　にもお礼をいわれたみたいで，とてもうれしくなった。」（声，

　　1992．09．e7）

　なお，マイナス的な効果も全くないわけではなく，例えば，相手のく感謝〉

行動が，自分に日頃く感謝〉行動がないことを気付かせ，自分自身を恥かし

く思わせる，などといった場合がそれである。

　例10）〈128＞状況：歯磨きを終えて洗面所の蛇口をしめ忘れた娘に対して，

　　投稿者が「また！　水を流しつぱなしよ！」とどなって注意した時。

　　　「防！　お母さん，教えてくれてありがとうL→栢手（投稿者）「ま

　　だ小一の娘だが，子に教えられるとはこういうことか，と自分が恥ずか

　　しくなった。」（声，1989．01．17）

3．5．6．〈呼びかけ〉とく対人効果〉の関係

　事例数は11。内訳は，プラス3，マイナス6，マイナス～中立1，プラス＆

マイナス（2種の効果）1であった。マイナス効果への片’寄りがいくぶん認

められる。田常生活でく呼びかけ〉という霊語行動により大きな対人効果が

もたらされる場合は，プラス効果よりもマイナス効果の方がどちらかと雷え

ば多いということを反映しているのかもしれない。

　マイナス効果で多いのは，年配の他人に対する呼称である（通し番号135，

136，　137，　138）o

　マイナス効果は，膨武］［相手1において通常と異なっていたためという

傾向性が見られる。つまり，こういう属性や呼称基準を持っている四手に対

しこういう形式で呼びかけたためにマイナス効果がもたらされた，というも

のが多い。

　例11）〈135＞状況：相手としての投稿者がバス停にいた時，通りすがりの

　　男性から本屋が近くにないか尋ねられた。

　　　　「『おばあさん，この辺に大きな本屋があるけ』」（甲州弁？）→相手
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　　　（投稿者）【無し；「実は向かい側に…」】（声，199LO9．22）

　事例数は少なくなるが，プラス効果についても，〔形式］［相手3において

通常と異なっていたためという傾向性が晃られそうである。次に掲げる例は，

「おばあちゃん」と呼ばれるのが一般的である状況において，「姓＋さん」で

呼ばれたことによるプラス効果の例である。先のマイナス効果で多かった年

配の他人に対する呼称と対照的なケースである。

　例12）＜129＞状況：投稿者の母が病院に入院していた時，ある若い看護婦

　　が母親に呼びかけた。

　　　　「『田中さん』」一一・第三者（投稿者）雪ああ，この人は母を一個口人

　　格として認めていてくれるんだな』と思ったのである。」（声，

　　1989．02．23）

3．5，7．〈謝罪〉とく対人効果〉の関係

　事例数は6。内訳は，プラス4，マイナス1，プラス＆プラス（2種の効果）

1であり，プラス効果への片寄りが認められる。〈謝罪〉により当事者間にマ

イナス効果がもたらされるということは基本的にはなく，もたらされるとす

ればプラス効果ということである。こうした効果がもたらされたのは，特に

［場面」［接触］において通常と異なっていたためという傾向性が晃られる。

　例13）〈141＞状況：投稿者がコピーをとりにコンビニエンスストアに行っ

　　た時，先客がいたので少し離れた所で待っていた。五，六分たって，コ

　　ピーを終えた先客が投稿者に言った。

　　　　「撚わりました。お待たせしてすみません』」→相手（投稿者）「そ

　　れが何ともいえずいい感じで，こちらも翻然に顔がほころびました。…

　　相手を思いやるちょっとした書面をかけあうことで，その場が何と和や

　　かになるでしょう。」（声，1993．02．07）

　なお，マイナス効果も全くないわけではなく，弱考の謝罪を脇で聞いてい

て痛々しく感じる，などといった場舎がそれである。
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｛殉4）〈144＞状況：投稿者がバスを待っていた時，前を通り過ぎようとし

　た足の不自由な若い女性が転んだ。その瞬間，持っていた杖とバッグの

　二身が地面に散らばった。反対側から来たおばあさんがそれを拾い出

　し，拾ってあげなければと思いつつできずにいた投稿者もようやく一歩

　前に出た蒔，転んだ女性が投稿者やおばあさんに繰り返し言った。

　　　「『ごめんなさい，ごめんなさい島→穣手（投稿者）「とても痛々し

　かった。…でもあの女性のようにいつも周囲に気を使い，人の目を気に

　して，落ちつかない日々を過ごしている人もいるだろう。」（声，

　1993．10．16）

3．5．8．〈評価表明〉とく対人効果〉の関係

　事例数は17。内訳は，プラス9，マイナス8であり，大きな片寄りは認め

られない。プラス・マイナスいずれも普通にありうることがわかる。評価が

プラス・マイナス両方ありうるので当然の結果ではある。

　プラス効果は，主部内容が相手や相手に関することがらであり，述部内容

がそれに対する肯定的評価によりもたらされている。すなわち［内容］が通

常と異なっているものである。その他，［格手］［場面3が通常と異なってい

たためという傾向性も見られる。

　例15）〈157＞状況：投稿者の娘が小学校三年生の時（約30年前）のこと。

　　転校してまだ間もない頃，友達もできず学校にもなじめずにいた蒋，前

　　の学校では中くらいの成績だった投稿者の娘が，国語の書き取りの時問

　　に先生から褒められた。

　　　　「『字がきれい』」【分析者注：そのままの発話ではない可能性あり】

　　→相手（投稿者の娘）確でも，今度の学校なら，私だってやればできる

　　かもしれない毒一一一自発的に勉強するようになりました。…中学ではトッ

　　プクラス。」（小さなかけ橋，1987．02．06）　　　　　　　　　　tt

　マイナス効果は，相手や相手に関することがらに対する否定的評価によっ

てもたらされる傾向性が見られる（通し番号160，161，162，163，164，165）。

一78一



やはり　［内容3が効果をもたらしている。

例16）〈161＞状況：投稿者が小学生の頃，運勤が苦手で跳び箱を跳べなかっ

　　た蒋に担任から雷われた。

　　　　略あんたは何をやらせてもダ刈」→葦手（投稿者）「以来すつか

　　　りスポーツというものから遠ざかってしまった。」（声，1989．06．17）

3．5．9。〈判断表明〉とく対人効果〉の関係

　事例数は22。内訳は，プラス8，マイナス10，中立4であり，効果の方向

性には大きな片寄りは認められない。プラス・マイナスいずれも普通にあり

うることがわかる。

　プラス効果は，自分が示した否定的な判断（おもに自己に関することがら）

に対し，相手が逆に肯定的な判断を示す場合というのがやや多い（通し番号

173，176，178，182）。すなわち［内容］が通常と異なっているのである。

　例17）〈182＞状況：双子の子供が部屋中おもちゃを散らかして，どこから

　　片付けようかとせっかちなタイプの投稿者がキイキイしていた蒔，おっ

　　とりタイプの夫が言った。

　　　　「『病気で寝ているよりましだよk→梱手（投稿者〉「単純な私は，

　　その言葉で，気持ちを切り替え頑張ってしまう。」（声，1988．12．13）

　マイナス効果は，自分が持っている判断と対立する判断を相手が示した場

合というのがやや多い（通し番号185，186，191，192）。やはり［内容］が遍

常と異なっているのである。

　例18）〈192＞状況：ボランティア活動での奉仕を日頃から考えていた投稿

　　者が，無理なくやれそうな仕事を近くの大病院がボランティアとして求

　　めていることを市報で読み，さっそく電話してみた。病院側で説明をす

　　ると指定したR時にたまたま行けないことを告げた時。

　　　　「『そんなに忙しいのなら，それ以上がんばってやって頂くこともあ

りませんから』」一・“E手（投稿者）「少々がっかりしてしまいました。」

（声，　1985．03．08）
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3．5．10，〈感想表明〉とく対人効果〉の関係

　事例数は13。内訳は，プラス9，マイナス4であり，ややプラス効果に傾

く。

　プラス効果は，相手の存在や行動や状態などに対して支持的感想を表明す

る場合というのがやや多い（通し番号195，196，197，198，199，200）。共感

的な支持的感想というものもいくつかある（通し番号195，196，199）。やは

り［内容〕が通常と異なっているのである。その他，［関係］が通常と異なっ

ているという傾向性もやや見られる。

　例19）〈197＞状況：投稿者が会社主催の忘年会に二十分も遅れ，社長のあ

　　いさつの途中でこそこそと下座に座った。宴も半ばになり座がにぎわっ

　　てきた頃，大声で社長に呼びつけられ「遅刻するとは何事ぞ」とカミナ

　　リを落とされ，すっかり恐縮して消え入りそうな気持ちになったあと

　　で，付け加えて書われた。

　　　　「『あなたがいなかったら寂しいのだ島→相手（投稿者）F…宴も引

　　けて寒風吹きすさぶ外に出たが，風がさわやかだった。こんなに素晴ら

　　しい言：葉があっただろうか。…貴重なことを教わった喜びでいっぱい

　　だった。」（声，1985．12．05）

　マイナス効果は，、事例数が少なく確定的なことは言えないが，相手の行動

や状態に対し否定的感想を衰明する場合というのがやや多いようである（通

し番号206，207）。やはり［内容］が通常と異なっているのである。

　例20）＜207＞状況：投稿者が仕事帰りに友だちと連れ立って，結婚した知

　　人の新居に遊びに行った蒋，そこにいた見知らぬ男性たちが聞こえよが

　　しに言っているのが耳に入った。

　　　　「『主婦なのによく，こんなに夜遅くまで出かけていて，だんな’は何

も言わないな』」→第三者［脇の聞き手？］（投稿者）「…非常に不愉快

な思いをした。」（声，1993．03．01）
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4．まとめ

　以上，収集したデータに事例数が比較的多く見られた10種の対人的発話機

能について，それらと対人効果の方向性との間にいかなる傾向性が認められ

るか観察してきた。

　〈行動依頼〉〈行動命令〉〈評価衰明〉〈判断解明〉は，対人効果の方向

性に特に片寄りが認められず，プラス・マイナスいずれも普通にありうるこ

とが鯛らかになった。分析の対象としたデータの背後にある日常の雷語生活

一般においても，そのようなものであろうと推澗される。

　一方，〈行動勧め〉〈挨拶〉〈感謝〉〈謝罪〉（〈感想衰明〉）は，かなり

プラス効果に傾くことが明らかになった。日常の檀弓生活一般においても，

概してそのようなものであると推重される。しかし，マイナス効果も全く無

いわけではないこともまたデータから明らかになった。

　また，〈呼びかけ〉は，マイナス効果にいくぶん傾くことが明らかになっ

た。日常の解語生活一般においては，プラスにせよマイナスにせよ，大きな

効果をもたらすことなく用いられているのが普通であると推尊されるが，効

果が強い場合は，どちらかと言えばマイナス効果の方が多いということを反

映しているのかもしれない。ただし，〈呼びかけ〉の場合，積極的に新聞に投

書しようという場合は，プラス効果よりもマイナス効果を経験した時の方が

多いとも推測されるので，確定的なことは言えない。

　言語研究においてこれまでほとんど射程に入っていなかった「対人効果」

という側面にまで，新聞投書欄をデータとして今回分析を試みたわけである

が，本データに関してだけでも，まだまだ課題は多い。本稿では，対人効果

とは言え，プラス・マイナスの方向性を見るに留まったし，また，誰の発話

であるか，誰に対する効果であるかという点も特に考慮しなかった。今後は

こうした点についても，精密な分析を進めて行く必要がある。

　また，今回データとして用いた新聞投書欄も，さまざまな制約から，デー

タとしての片’寄りが予想され，単純に日常の書語生活の縮図と見るわけには

いかない。日常生活では対人効果の点で中立的な発話の方がむしろ多く行な
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われているであろうことからすると，今回のデータはかなり局所的な部分を

拡大したものと考えられる。今後は，霞常の言語生活の中からいかに〈効果〉

を収集するかも，大きな課題である。

注おもなデータソースとした「声」については，掲載された投書は，用字・用藷

　の誤りや客観的事実（事件の起きた年など）の誤りを訂正することはあっても，

　それ以外については投稿者が書いたとおりに載せているとの園答を「声」編集部

　より得ている。本稿で問題にする「発話」と「対人効果」の記述についても，投

　稿者の表現が掲載の段階でリライトされるということは基本的に無いようであ

　る。
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付　記

　本稿の概要を発蓑した團立国語研究所研究部会議（1995年10月18日）では，岡

僚諸氏よりたくさんのコメントをいただいた。それにより，本稿を当初よりもより

分かりやすい形に書き改めることができた（特に本稿の位置付けについて）。記して

感謝申し上げる。ただし，筆者の非力ゆえに本稿に反映できず今後の課題としたコ

メントもある。
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三
毒
危
僕

一
△

○
○

あ
な
た
が

保
誕
人
に
な
る

行
動
依
頼

［
動
〕
て
ほ
し
い

△
（
串
立
的
）

ネ
欝
手
声
感
い
聾
心
圏

一
△

○
○

あ
な
た
た
ち
が
道
を
あ
け
て
あ
げ
る

行
動
俄
頼

［
動
］
て
あ
げ
て
く
だ

ｳい

△
（
中
立
的
）

g○
（
友
貯
的

j［
第
3者
］
3

第
三
看
あ
り
が
た
さ

十
○

○
○
○
O

あ
な
た
が

捲
差
し
て
注
文
し
な
い

行
動
依
頼

［
動
〕
な
い
で
く
れ
x（
対
立
的
）
稲
訴

驚
き
（
あ
き
れ
）
／
不
愉

?〆
店
を
鵬
た
（
食
べ
ず

ﾉ）

｝
○
○ ワ
○

○

あ
な
た
が

帰
る

行
脚
依
蔽
鋤
著
く
だ
さ
い
x㈱
立
雛
）
浅
手
冷
た
い
感
じ

…
Q
○

○

あ
な
た
が

重
い
も
の
（
荷
物
〉
を
出
さ
な
い

謔
､に
雷
う

行
動
依
籔

［
翻
て

×
（
対
立
的
）
絹
夢

あ
き
れ
（
唖
然
）

一
△

○
○

あ
な
た
が

片
づ
け
る

行
動
依
頼

［
動
］
て
っ
て
く
だ
さ

｢
x㈱
立
雛
）
第
三
嚢
驚
き
＆
考
え
さ
せ
ら
れ
一
＆
△

○
○

あ
な
た
が

も
う
一
覆
講
べ
る

行
動
依
頼

［
動
〕
て
く
だ
さ
い
×
㈱
立
師
）
識
し
手
謹
賀
の
念

　
○

○

あ
な
た
が

そ
れ
（
謝
罪
）
を
欝
わ
な
い

行
動
命
令

［
動
〕
な
い
こ
と
ね
○
（
友
好
的
）
相
浮

う
れ
し
さ

牽
Q

○

あ
な
た
が

学
校
へ
来
る

行
動
命
令

〔
動
〕
よ
う
に

○
（
友
好
的
）
第
霊
著
う
れ
し
さ

幸
○

○
○

あ
な
た
が

ほ
か
の
所
に
（
ご
み
を
）
播
て
る
行
動
命
令

働
（
命
令
）
3

△
（
中
立
的
）
第
二
齎
心
が
暗
く
な
る
思
い

｝
○

あ
な
た
が

闇
闇
る

行
動
命
令
働
3て
来
い

x（
対
立
曲
）
相
手
励
ま
さ
れ
／
頽
張
れ
た
や

○
○

○

あ
な
た
が

静
か
に
す
る

行
動
命
傘
働
3な
さ
い

×
（
対
立
的
）
第
蕊
表
う
れ
し
さ
（
他
入
へ
の

ﾖわ
り
｝

÷
○

○
○
○
○

あ
な
た
が

つ
り
革
を
こ
ち
ら
の
方
（
投
稿
己
奢
）
に
か
わ
っ
て
あ
げ
る

暴
動
命
令

［
鋤
〕
て
あ
げ
な
さ
い
x㈱
立
脚
）
？

m→
O（
友
好
的

j蹄
3奢
］
〕

朝
妻
著
あ
り
が
た
さ
〆
混
ま
り
÷

○
○

○
○
○

あ
な
た
た
ち
が

も
っ
と
詰
め
て
こ
ち
ら
の
方

i段
稿
奢
）
を
掛
け
さ
せ
て
あ
げ

行
動
命
令

［
動
］
さ
せ
て
あ
げ
な

ｳい
よ

x（
対
立
的
〉
？

�
D○
（
友
野
帥

j［
第
3奢
33

第
三
者
あ
り
が
た
さ

や
○
O

○
○
○
○

あ
な
た
が

し
っ
こ
う
欝
わ
な
い

行
動
命
帝
〔
翻
ん
じ
ゃ
な
い
x（
対
立
的
）
？

m→
○
（
友
婦
的

j［
第
3創
】

第
愛
妻
あ
り
が
た
さ

十
○

○
O
○
○



I o 。 恥 1

5 62 2 7 8 9 0 王 22 2 2 3 3 9 03 43 335 36 ？ 83 339 40 1 2 3 ξ4 4 4 445 46 47 48 9 04 5

＜
2＞
新
聞
投
書
欄
に
よ
る
発
話
の
対
人
効
果
の
デ
ー
タ

主
部
内
容

述
都
内
審

泓
塾
繍
箆
述
部
末
羅
形
式

瀦
二
二
あ
離
効
興
先

効
果
く
紬
象
）

点
く
÷
一
〉
鷺
魏
緊
難
騒
嫉
醸
礪
彩
面
謝

コ
ー
主
算
闇
闇
熱
驕
蹴
購
飽

私
が

あ
な
た
の
入
店
を
断
る

行
動
命
令

［
名
3

x（
対
立
的
）
相
手

怒
り

一
○

○

あ
な
た
が

も
う
架
な
い

行
動
命
禽

［
鋤
］
な
よ
く
禁
止
〉
×
㈱
立
的
）
第
三
者
心
の
冷
た
さ
を
懸
じ
る
｝

○
○ ワ
○
o

あ
な
た
が

（
演
奏
す
る
の
は
）
ダ
メ
だ
行
脚
命
令
膨
動
］
だ

×
（
対
立
的
）
第
三
畜
不
粋

　
○

あ
な
た
が

臨
く
帰
る

行
動
命
令

鋤
（
命
令
〉
］

×
（
対
立
的
）
第
”
嚢
不
愉
快

㎜
○
○
○

あ
な
た
が

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
手
を
出
す

行
動
命
令
？
［
動
］
た
ら
ど
う
な
の
x（
対
立
的
）
話
し
手
蝋
憶

一
○

○
○

あ
な
た
が

私
の
駐
寧
場
を
硬
う

得
豊
里
め

［
麗
な
さ
い

○
（
友
匡
正
）
相
手
あ
り
が
た
さ

÷
O
○

○
○
○

あ
な
た
が

私
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
使
う
行
動
勧
め

［
動
3て
い
い
で
す
よ
○
（
友
晒
竹
）
相
手
あ
り
が
た
さ

十
○
○

○
○
○

あ
な
た
が

私
の
別
の
い
い
傘
を
硬
う

行
動
勧
め

［
動
］
に
く
い
か
ら
○
（
友
好
的
）
相
手
あ
り
が
た
さ
／
気
持
ち

ｪ痛
む

十
○
○

○

あ
な
た
が

私
の
席
の
一
部
に
鞄
を
躍
く
行
動
勧
め
働
］
て
く
だ
さ
い
○
（
友
好
的
）
穣
手

う
れ
し
さ

十
○
○

○
○
○

あ
な
た
が

大
根
の
葉
を
携
げ
と
一
鰭
に
講

揩
ｷる

行
動
勧
め
？
［
遡
わ
よ

○
（
友
難
的
）
穣
手

う
れ
し
さ
／
感
嶽
／
温
ま

閭
m懐
か
し
さ

十
○
O
○

あ
な
た
が

欲
し
い
物
を
買
う

行
勤
勧
め

［
動
｝
な
さ
い

○
（
友
蜂
飴
）
相
手

う
れ
し
さ
／
忙
し
さ
の

y挙
／
と
う
っ
と
う
し

ｳの
軽
滅
／
思
い
や
り

�
ｴじ
る

十
○
○

○

あ
な
た
が

避
び
に
来
る

行
動
勧
め

鋤
］
た
も
ん
せ
く
方

ﾝ〉

○
（
友
好
的
）
相
手
な
ご
み
〆
な
つ
か
し
み
十

Q
○

あ
な
た
が

入
試
を
頑
曲
る

行
動
勧
め

［
動
］
て
く
だ
さ
い
ね
○
（
友
好
的
）
拍
手

濫
ま
り

千
O

○
○
○

あ
な
た
が

私
の
手
作
り
の
う
ど
ん
を
食
べ
行
動
勧
め
［
翻
て
行
っ
て
く
れ

�
ｩ

○
（
fi
ff
的
）
穣
手
感
動

十
○
○

○
○

あ
な
た
た
ち
が
私
た
ち
の
席
へ
座
る

行
動
勧
め

［
名
］
に
ど
う
ぞ

○
（
友
妊
鈴
）
諸
手

欝
欝
（
人
楕
的
）
ノ
好
感
／

ｷま
り

十
○
○
○

○
○

○

あ
な
た
が

私
の
お
菓
子
を
食
べ
る

行
動
勧
め
緒
］
を
ど
う
ぞ

O（
友
好
的
）
相
手
感
動
（
飽
人
に
対
す
る

vい
や
り
に
）

十
○
○

○
○

あ
な
た
が

風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
す
る
行
動
勧
め
？

［
名
］
も
な

O（
友
好
的
）
相
手
感
動

÷
○
O

Q
○

あ
な
た
が

私
の
傘
を
使
う

行
動
勧
め
［
動
て
く
だ
さ
い
○
（
友
好
的
）
第
箒
者
あ
り
が
た
さ

や
○
○

○
○
○

あ
な
た
が

私
の
傘
を
持
っ
て
行
く

行
動
勧
め
［
翻
て
行
き
な
さ
い
○
（
友
好
的
）
第
瓢
者
あ
り
が
た
さ
／
渥
ま
り

÷
○
○

○
○
○

あ
な
た
が

私
の
腐
へ
座
る

行
動
勧
め
［
細
く
だ
さ
い

○
（
友
好
的
）
第
三
者
あ
り
が
た
さ
（
か
け
た

沿
ｬを
補
っ
て
く
れ
た

ｱと
を
？
）
ノ
恐
縮

÷
○
O

Q
○
○
○

あ
な
た
が

病
院
へ
行
っ
て
検
査
す
る

行
動
勧
め

鋤
］
た
ら
？

○
（
友
二
黒
）
穣
手

不
燃
快
／
鰯
つ
き
／
プ
レ

bシ
ャ
ー

一
○

○
○

あ
な
た
が

私
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
布
切
れ
を

gう
行
動
勧
め
鋤
］
く
だ
さ
い

○
（
友
好
的
）
相
手
気
づ
き
（
優
先
的
に
な

ｷべ
き
こ
と
の
）

△
○
○

○
○
○

あ
な
た
が

花
東
を
受
け
取
る

行
動
勧
め

［
名
］
ど
う
ぞ

○
（
友
好
的
）
①
決
手
、

A第
三
渚
①
差
動
、
②
感
動

①
＋
、

A＋
○
○

○
○
○
○

あ
な
た
が

大
丈
夫

憎
輻
要
求

［
形
翻
か
？

○
（
友
蜂
的
）
葦
手

う
れ
し
さ
（
こ
の
上
な

｢）

十
○

○
○
○

子
供
が

い
る
（
罵
持
っ
て
い
る
）

憐
穀
要
求

［
名
］
は
？

O（
友
好
的
）
？
相
手
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

…
○

○
○

こ
の
人
が
（
帰
あ
な

ｽが
）

だ
れ
（
→
霞
分
の
娘
だ
と
わ
か

驕
j

憎
報
要
求

［
劉
？

○
（
友
好
的
）
第
三
者
観
辱
感

　
○ ？

O

こ
の
寺
が

養
万
遍
念
仏
の
法
然
様
の
お
寺
惜
黒
黒
求

［
名
｝
で
ご
ざ
い
ま
す

ｩ？

△
（
中
立
的
）
相
手

う
れ
し
さ

率
○

○
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3＞
新
聞
投
書
欄
に
よ
る
発
謡
の
対
人
効
果
の
デ
ー
タ

主
部
内
容

述
部
内
容

鱈
A
霧
瀧

述
部
宋
尾
形
鋭

封
翻
二
二
雛
豊
島
先

勤
果
（
抽
象
）

楚
桑
（
÷
一
〉
舞
細
き
果
照
明
諺
象
解
行
藝
飯
野

コ
ー
錨
閨
門

顯
顎
脚
翻
他

鈴
木
さ
ん
が

い
る

日
報
要
求

ξ
名
］
い
る
か
ね
？
△
（
中
立
釣
）
相
季
or
第
驚
き
（
態
度
変
化
に
）
△

○
○

○

＝
考

あ
な
た
が

日
本
語
が
し
ゃ
べ
れ
る

翌
翌
要
求

鋤
］
ま
す
か
？

×
（
対
立
的
）
？
空
手
驚
き
（
質
問
さ
れ
た
こ
△

○
○

○
と
に
）

あ
な
た
が

ど
う
し
た
（
＝
何
を
困
っ
て
い
謬
棚
饗
求

［
疑
動
］
た
の
？

○
（
友
好
的
）
糧
手
感
動

十
○
○

○
○
○

る
）

（
ご
み
を
捻
て
て
は
ど
う
し
て

説
明
嬰
求

［
疑
副
で
す
か
？
△
〈
中
立
的
〉
横
手

驚
き
（
あ
き
れ
〕

　
○

○

い
け
な
い
理
由
が
）

？

B本
で
潔
ル
ノ
漫
画
な
ぜ

説
明
要
求

［
疑
副
ト
鋤
ユ
の
？
x（
対
立
的
〉
？
相
手
恥
か
し
さ

…
○

○

雑
誌
が
ど
こ
で
も
売

ら
れ
男
性
が
平
気
で

電
車
の
中
で
読
む
理

由
が

私
が

何
を
し
た
（
罵
何
も
し
て
な
い
）
親
瞬
要
求

［
疑
〕
鋤
〕
ん
だ

x（
対
立
的
）
娼
手
恐
れ

　
○

○ ？
○

○

知
ら
な
い
人
に
声
を
な
ぜ

説
明
要
求
［
疑
翻
～
働
］
ん
だ
x（
対
立
的
）
第
葺
福
理
不
尽
な
思
い
／
心
醗
一

○
？
○

○
○

か
け
る
理
由
が

？

あ
な
た
た
ち
が
何
を
し
て
い
る
（
罵
そ
れ
を
し
説
明
要
求
？
［
疑
コ
〔
動
て
ん
だ
x（
対
立
的
）
第
三
藩
殺
伐
と
し
た
感
じ

一
○
○

て
は
い
け
な
い
）

あ
な
た
が

私
を
9
5歳
ま
で
齢
か
せ
る
つ
も
確
認
要
求
働
］
せ
る
つ
も
り
か
O（
友
野
的
）
相
手
、
話
笑
い
（
冗
談
に
よ
る
）
／
牽

○
○

り
だ

？
し
手
、
第
な
ζ
み

？

濡
毒

あ
な
た
が

女
性
で
は
な
く
男
牲
を
よ
こ
し
確
認
要
求

［
動
］
て
く
れ
る
ん
で
△
仲
立
釣
）
細
手
不
愉
快

一
○

○

て
く
れ
る
は
ず
だ

し
ょ
う
ね

あ
な
た
が

蓉
い
女
｛
生
に
寄
り
か
か
う
れ
て
確
認
要
求

［
動
3
の
か
？

x（
対
立
的
）
第
蕊
蒋
笑
い
／
ス
ト
レ
ス
の
滅
十

○
○
○

○

も
そ
ん
な
に
抑
し
返
す

少
？

あ
な
た
が

自
分
の
も
の
を
欝
分
で
聴
く
の
確
認
要
求

［
動
3か
？

x（
対
立
的
）
穣
手

悟
け
な
さ
（
艀
ワ
ラ
）
／
あ
｝

○
Q

○

に
文
句
が
あ
る

き
れ

？

あ
な
た
が

（
何
か
悪
い
事
を
し
て
大
学
を
〉
醗
認
要
求
？
［
動
］
た
の
で
は
？
x（
対
立
的
）
櫓
手

憤
り

　
○

や
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ

あ
な
た
が

ど
う
だ
っ
た
（
＝
飲
ん
で
帰
り
確
認
要
求
？
擬
］
だ
っ
た
の
で
す
x（
対
立
的
）
相
手
や
り
こ
め
ら
れ

一
△

○
○

○

が
遅
い
こ
と
は
な
か
っ
た
）

か
？

あ
な
た
が

私
に
も
っ
と
さ
わ
る

礒
認
要
求

働
］
？

x（
鰐
立
豹
）
①
租
夢
、
④
恥
か
し
さ
、
②
央
笑
①
一
、

○
○
○

Q
○

②
第
…
三
春
、
③
溝
足
＆
恥
か
し
さ
②
△
、

？

、
③
瀬
し

③
÷
＆

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
失
礼
だ

岡
意
要
求

【
形
蝦
で
し
ょ
う
○
〈
友
妊
的
）
？
第
猛
嶺
う
れ
し
さ

牽
○

○
○

呼
ぶ
こ
と
が

あ
な
た
が
（
？
）

解
約
の
必
要
が
な
い

同
意
要
求

［
形
］
で
し
よ

○
（
友
好
釣
）
？
網
亭
立
腹

一
○

○
Q

○

あ
な
た
が

い
い
お
母
さ
ん
を
も
っ
て
幸
せ

ｾ
疑
悪
要
求

［
形
動
］
ね

x（
対
立
的
）
棚
手

く
や
し
さ
／
不
儒

一
○

○
○

．
（
子
俄
た
ち
が
歓
声
小
さ
い
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
岡
意
要
求

［
形
］
で
し
ょ

x（
対
立
的
）
穣
手
立
腹

一
○
○
○

○

を
あ
げ
て
走
り
回
る

？

こ
と
が
〉
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4＞
薪
聞
投
書
欄
に
よ
る
発
話
の
対
人
効
果
の
デ
ー
タ

主
部
跨
容
　
　
　
　
　
　
　
述
郡
内
響

鐸
A鱈
競
雛
述
部
末
駕
形
式
儲
驕
砺
離
　
　
効
娯
先

効
粟
（
抽
象
）

難
寒
（
千
一
）
繕
護
螺
難
臓
螺
囎
行
難
彦
弍
講
子
コ
咋
主
擁
醗
懸
躯
館
翻
他

私
が

（
す
で
に
）
署
つ
た

同
意
要
求

［
動
〕
た
で
し
ょ

×
（
対
立
的
）
第
三
巻
恐
れ
／
不
愉
快
、
悲
し

ｳ
一

○
○
○

○

（
砂
い
じ
り
が
〉

汚
い

同
慧
要
求

影
〕
で
し
ょ

×
（
対
立
的
）
第
三
嚢
驚
き
？
／
自
儒
喪
央

　
○

¢
（
？
〉

ぶ
つ
か
っ
た
ら
謝
る
の
が
嶺
然

ｾ
同
慧
要
求
風
動
で
し
ょ

x（
対
立
的
）
相
手
賞
賛
（
投
稿
嶺
の
過
ち

ﾉ対
す
る
毅
然
と
し
た

ﾔ度
に
）

△
○

○ ？
○

○

私
と
あ
な
た
が

（
動
か
な
く
な
っ
た
箪
を
）
そ
こ

ﾉ入
れ
る

行
動
勧
誘
鋤
］
ま
し
ょ
う

0（
友
好
的
〉
摺
手
あ
り
が
た
さ

十
○
○ ？

○
○

私
と
あ
な
た
た
ち
が
一
匹
に
（
行
動
す
る
）

行
動
勧
誘

㈱
］

○
（
友
好
的
）
第
露
者
優
し
く
美
し
い
感
じ
ノ

ﾈご
み

十
○ ？
○

私
と
あ
な
た
が

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
館
で
焼
肉
を
食

ﾗる
行
動
勧
誘

働
］
よ
う
よ

△
（
中
立
的
）
第
窯
出
あ
き
れ

…
○

○
○

私
が

庫
で
送
る

行
動
堤
供

［
動
］
ま
し
ょ
う

○
（
友
好
的
）
栂
手
あ
り
が
た
さ
（
忘
れ
が

ｽい
）

十
○

○
○

○
○

私
が

一
緒
に
行
く

行
動
握
供

［
動
］
ま
し
ょ
う

○
（
友
婦
的
）
鵜
手

う
れ
し
さ
／
気
持
ち
が

ｷる
く
な
る

十
O
Q

Q
○
○

私
が

率
に
藥
せ
て
あ
げ
る

行
動
提
洪

［
朗
て
あ
げ
ま
す
よ
○
（
次
好
的
）
桐
手

う
れ
し
さ
／
驚
き

十
○
○

○
○
○

¢
（
→
私
が
〉

（
年
賀
は
が
き
が
）
必
要
な
方
が

｢
る
か
も
し
れ
な
い
（
→
隼
賀

ﾍ
が
き
を
受
げ
取
る
）

行
動
提
鉄

［
動
｝
か
も
し
れ
ま
せ

�
ｩら

○
（
友
ff
ee
）
相
手
親
切
（
い
つ
ま
で
も
忘

黷
轤
黷
ﾈい
）

十
○
○

○

私
が

先
導
す
る

狸
掘
提
侠

［
動
｝
ま
し
ょ
う

O（
友
婦
的
）
相
手
優
し
さ
を
感
じ
た

十
○
○

O
○

大
家
さ
ん
が

（
ネ
パ
嚇
人
に
ア
パ
ー
ト
を
貸
す

ﾌ
を
）
い
や
が
る

行
動
要
求
受
入

齔
U否

〔
動
3ん
で
す

x（
対
立
的
〉
？
第
蕊
霧
塾
し
さ

一
○

¢
近
く
に
お
店
が
あ
る

行
動
要
求
受
入

鼡
藻
ﾛ

［
翻
ま
す
か
ら

×
（
対
立
的
〉
誕
し
手
自
嚢
の
念

　
○
○

○

私
が

時
聡
が
な
い

行
動
要
求
受
入

鼡
藻
ﾛ

［
剃

×
（
対
立
的
）
梧
季

嘆
き

…
○

○
○

根
模
原
へ
行
く
電
車

ｪ
次
の
電
軍
だ

教
示

［
名
］
で
す
よ

○
（
友
好
・
的
）
糧
手

う
れ
し
さ

牽
○
○

Q
○

○

あ
な
た
の
コ
ー
ト
の

桙
ｪ

さ
が
っ
て
い
る

教
示

［
動
］
て
い
ま
す

○
（
友
貯
的
）
穣
手

う
れ
し
さ
／
温
ま
り

十
○
○

○
○
○

（
こ
こ
が
）

嘱
望
だ

教
示

臨
］
で
す
よ

O（
友
婬
的
）
絹
手

混
ま
り

÷
○

○
○
Q

（
手
当
て
が
）

手
を
こ
う
い
う
風
に
当
て
る
こ

ﾆ
教
示

｛
動
〕
と
い
う
こ
と
で

ｷ
○
（
友
静
的
）
相
手
感
動

÷
○
○

こ
の
郵
便
物
が
局
に
溺
い
た
時
か
ら
封
が
あ
い

ﾄい
た

事
案
報
贅

［
動
］
て
い
た
ん
で
す

ｪ
○
（
友
野
的
〉
相
手
爽
や
か
さ

→
一

¢
¢

○
○

私
が

熊
蝉
ま
た
新
し
い
友
達
が
た
く

ｳん
で
き
た

事
災
朝
雀

［
闘
た
よ

○
（
宏
好
的
）
第
三
潜
感
動

十
○

○
○

こ
こ
が

私
の
畑
だ

事
葵
報
蟹

［
名
］
で
す

△
（
中
立
的
〉
相
手

感
動
（
畏
敬
の
念
）

十
○

私
が
（
？
）

み
ん
な
に
（
夕
刊
が
入
っ
て
い

ｽか
）
聞
い
て
い
た

事
爽
軽
錘

［
動
］
て
い
ま
し
た
△
（
中
立
的
）
相
手
感
動

十
○

○
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5＞
新
聞
紅
土
欄
に
よ
る
発
話
の
対
人
効
果
の
デ
ー
タ

叢
郡
内
容

述
部
内
容

鱈
揃
譲
縫
述
部
末
腿
形
式
瀦
鴨
筋
触
弥
果
先

効
畢
（
描
象
）

蘇
（
÷
一
）
薦
轟
案
案
師
購
果
鵤
竸
聡
譲
子
コ
輯
主
鉾
欝
麟
賑
齢
騨
他

（
無
事
三
途
の
川
を

nれ
た
か
と
聞
い
た

攝
ｦが
）

棺
お
け
に
補
聴
器
を
入
れ
な
か

ﾁた
か
ら
渡
し
守
か
ら
ぎ
六
文

xと
欝
わ
れ
て
も
聞
こ
え
ず
ま

ｾう
ろ
う
ろ
し
て
い
る
か
も
し

黷
ﾈい

説
明
提
供

［
動
て
い
る
か
も
し

黷
ﾈい
（
か
ら
）

○
（
友
好
的
）
相
手

う
れ
し
さ

÷
○

（
多
国
籍
軍
に
参
加

ｵな
い
理
由
が
）

憲
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る

説
明
礎
洪
［
翻
ら
れ
て
い
る
か

轤
ｾ

△
仲
立
的
）
指
手
驚
き
（
日
本
の
方
針
に

kす
る
）
償
賛
（
ヨ
本

ﾌ方
針
に
対
す
る
）

十
○

（
入
館
で
き
な
い
理

Rが
）

規
則
だ

説
明
提
供

協
〕
な
の
で

△
（
中
立
的
〉
？
頼
手
驚
き
（
発
話
か
ら
知
ら

黷
鰾
ﾖ
碧
館
の
方
針
に

j

　
○

（
60
歳
が
r年
寄
り
」

ﾌ理
曲
が
）

年
金
が
も
ら
え
る

説
明
提
供

〔
翻
か
ら

△
仲
立
的
）
相
手
不
論
決

一
○

（
通
知
褒
を
燃
や
し

ｽ理
虫
が
）

毎
日
媛
と
も
蟹
わ
ず
元
気
に
登

Zし
た
あ
の
子
の
沙
翁
を
1だ

ﾌ2
だ
の
で
は
あ
ら
わ
せ
な
い

説
明
闇
闇
鋤
呵
せ
ん
も
の
△
（
中
立
的
）
相
手
打
ち
の
め
さ
れ

一
？

○
○

（
ば
ん
そ
う
こ
う
を

Vら
な
い
理
窃
が
〉
治
る
の
が
遜
い

説
瞬
提
供

［
形
］
か
ら

△
（
中
立
的
）
絹
手

驚
き
（
変
化
に
）

△
○

○

（
蕨
館
の
予
約
を
断

ﾁた
理
由
が
）

女
性
一
人
客
は
自
殺
（
し
ょ
う

ﾆ
し
て
い
る
可
籠
性
が
あ
る
〉
説
明
提
供

［
名
1と
か
ね
え
（
あ

驍
ｩら
）

X（
対
立
的
）
？
相
手
驚
き
（
考
え
方
の
古
さ

ﾉ対
す
る
）
／
怒
り

…
○
○

私
の
健
康
が
損
な
わ

黷
ｽ理
由
が

お
繹
さ
ん
が
料
理
を
手
抜
き
し

ｽ
説
明
提
洪
｛
動
わ
れ
た
の
だ
x（
対
立
的
）
第
三
春
欝
語
道
断
と
い
う
思
い
｝

○
○
○

私
の
健
康
が
損
な
わ

黷
ｽ理
磁
が

．
お
紐
さ
ん
が
料
理
を
手
脚
き
し

ｽ
説
聡
提
供
［
備
わ
れ
た
の
だ
．
x（
対
立
的
）
凝
浮
愕
然
／
臼
責
の
念

一
△

○

私
が

千
円
貸
す

物
品
提
供

［
動
ユ
ま
す

○
（
友
好
的
）
梱
手
あ
り
が
た
さ

十
○
○

○
O
○

私
が

（
交
戦
に
儲
け
た
ボ
ー
ル
ペ
ン

�
j
磐
に
や
る

物
品
提
供

〔
翻
よ

○
（
友
好
的
）
第
三
書
薇
撃

一
○

○
○

¢
こ
ん
に
ち
は

撫
夢

こ
ん
に
ち
｝
ま

○
（
友
妊
的
）
根
手

う
れ
し
さ
／
す
が
す
が

ｵさ
／
気
持
ち
良
さ

十
○

○
○

○

¢
コ
ン
ニ
チ
ワ
！

挨
拶

こ
ん
に
ち
は

○
（
友
好
的
）
雄
手

感
激

÷
○

O
○

○
¢

今
日
は

挨
拶

こ
ん
に
ち
は

○
（
友
好
的
）
糊
手

勇
気
づ
け
（
後
の
）

÷
○

○
○
○

¢
お
削
り
な
さ
い

挨
拶

お
帰
り
な
さ
い

○
（
友
好
的
）
相
手

な
ご
み
／
霞
労
鴎
復

÷
○

○
○

¢
お
い
で
や
す

挨
拶

お
い
で
や
す
く
方
蓄
〉
○
（
友
好
的
）
相
手
感
動
（
書
葉
の
奨
し
さ

ﾖの
）

十
○ ワ
○

¢
～
へ
よ
う
こ
そ
く
英
語
で
〉

挨
拶

よ
う
こ
そ
く
英
語
で
〉
○
（
友
聾
的
）
相
手
不
安
解
消
／
リ
ラ
ッ
ク

X
十

○
○

¢
す
み
ま
せ
ん

撲
拶

す
み
ま
せ
ん
〈
呼
び

ｩ
け
〉

○
（
友
奴
的
）
樺
季
好
気
分

十
○
○
○

¢
オ
シ
マ
イ
ナ
サ
イ

挨
拶

お
し
ま
い
な
さ
い
〈

綷
x〉

○
（
友
婦
的
）
器
し
手
う
れ
し
さ

十
○

○

¢
ハ
ロ
ー

挨
拶

ハ
ロ
ー

x（
対
立
的
）
・
第
三
表
不
諭
快

｝
○ ワ

○
○

¢
あ
り
が
と
う

感
謝

あ
り
が
と
う

○
（
友
好
的
）
頭
張
感
動

÷
○

○
¢

あ
り
が
と
う

感
謝

あ
り
が
と
う

○
（
友
好
釣
）
相
手

感
動
／
か
わ
い
ら
し
く

ｴじ
る

÷
○

○
○
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0

〈
6＞
虚
聞
投
書
欄
に
よ
る
発
話
の
対
人
効
果
の
デ
ー
タ

主
部
的
容

述
部
吟
響

封
櫓
生
山
述
部
末
罵
形
式

封
妻
禰
筋
離
効
果
先

効
畢
（
抽
象
）

鵜
（
÷
一
）
羅
剛
建
果
山
行
購
累
館
陶
綴
護
子
コ
ー
主
韓
翼
手
顯
堤
彊
麟
離
他

¢
あ
り
が
と
う

感
謝

あ
り
が
と
う

○
（
友
好
的
）
相
手

生
理
感
（
こ
の
世
へ
の
）
牽
○

？
O

○
¢

あ
り
が
と
う

感
謝

あ
り
が
と
う

○
（
友
好
的
〉
相
乎

照
れ
／
か
わ
い
ら
し
く

ｴじ
る
／
爽
や
か
さ

十
O

○

¢
あ
り
が
と
う

感
謝

あ
り
が
と
う

○
（
友
娃
的
）
堅
手
新
鮮
さ
（
地
域
社
会
で

ﾌ存
在
意
義
が
確
認
で

ｫて
？
）

「
ト

○
○

¢
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
感
謝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ﾜし
た

○
（
友
好
的
）
相
手
気
持
ち
良
さ

牽
○

○
○

¢
誘
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
感
翻

て
あ
り
が
と
う

○
（
友
好
的
）
相
手
感
動
（
火
切
な
審
を
教

ｦら
れ
た
）

十
0

○

¢
詣
し
か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と

､ね

感
謝

て
あ
り
が
と
う
ね
○
（
友
好
的
）
．
穰
季
感
動
（
年
齢
に
似
合
わ

ﾊ翼
直
さ
に
）

十
○

○
0

¢
～
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ﾜし
た

感
謝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ﾜし
た

○
（
友
貯
的
）
相
手

う
れ
し
さ
／
感
動
／
明
る

ｳ／
混
ま
り

÷
○

○
○

○
○

¢
～
ご
憂
騒
あ
り
が
と
う

懇
謝

あ
り
が
と
う

○
（
友
好
的
）
相
手
な
ご
み

十
○
○

¢
サ
ン
キ
ュ
ウ
〈
英
語
〉

感
謝

サ
ン
キ
ュ
ウ
〈
英
語
〉
○
（
友
好
的
）
馬
手

温
ま
り
／
黙
れ
〆
心
が
く

ｷぐ
っ
た
い
四
分

十
○

○
○

¢
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

ｽ
感
謝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ﾜし
た

O（
友
目
的
）
山
手
？
、
第

O者
？

う
れ
し
さ

率
○

○
○

¢
サ
ン
キ
ュ
ウ
〈
英
語
〉

感
謝

サ
ン
キ
ュ
ウ
〈
英
語
〉
○
（
友
聾
的
）
第
三
奢
な
ご
み
／
明
る
く
す
る
十

○
○

¢
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

ｽ
感
謝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ﾜし
た

○
（
友
好
的
）
第
…
三
豊
感
動

十
○

○

¢
．

あ
．
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

感
謝
．

あ
り
・
が
と
う
ご
ざ
い

ﾜす

○
（
友
好
的
）
・
第
三
者
感
動
（
癸
的
）

十
○

砂
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
感
謝

て
あ
り
が
と
う

○
（
友
好
的
〉
構
手
恥
か
し
い
（
自
分
で
自

ｪが
）

一
△

○
○
Q

¢
OO
さ
ん
く
名
前
÷
さ
ん
〉

呼
び
か
け

○
○
さ
ん
く
名
前
＋

ｳん
〉

○
（
友
録
的
）
？
第
三
者
う
れ
し
さ
？
【
明
示
さ

黷
ｸ（
プ
ラ
ス
効
果
で

?る
こ
と
は
確
か
）
】

十
○

○

¢
○
○
さ
ん
く
名
四
＋
さ
ん
〉

呼
び
か
け

○
○
さ
ん
く
名
前
÷

ｳん
〉

0（
友
好
的
）
？
第
三
毒
好
適

÷
○

¢
Ex
c
u
se
鼠
e

呼
び
か
け

露
XC
媛
se
瓢
e
～

○
（
田
口
的
〉
馬
手
あ
り
が
た
さ
＆
寂
し
さ

i発
話
密
体
二
黒
日
本

l）

十
＆
一

○
○

○
○
○
○

φ
先
生
先
生

呼
び
か
け
先
生
先
生

○
（
友
好
的
）
第
或
春
気
に
な
る

～
△

○
○

¢
伯
爵
婦
人

呼
び
か
け
？
伯
爵
婦
人

○
（
友
　
的
）
根
手

う
れ
し
さ

十
O

○

¢
七
郎
鷺
た
ち

呼
び
か
け
？
七
郎
震
た
ち

○
（
友
好
的
）
第
薫
巻
気
掛
か
り
俳
人
格
的

ﾄ称
）

　
○

¢
お
ば
あ
さ
ん

呼
び
か
け
お
ば
あ
さ
ん

△
（
中
立
的
）
？
糧
手
不
愉
快

㎜
0

○
¢

オ
パ
ア
ち
ゃ
ん

呼
び
か
け
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

△
（
中
立
的
）
？
穣
手

気
落
ち
／
激
入
り

～
○

○
φ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

呼
び
か
け
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

△
（
中
立
的
〉
？
穣
手
不
愉
快

～
○

○ ？
○

¢
お
じ
い
ち
ゃ
ん

呼
び
か
け
お
じ
い
ち
ゃ
ん

△
（
中
立
的
）
？
選
手

立
蔑
／
不
輪
快

｝
○
0

¢
そ
こ
の
女

呼
び
か
け
そ
こ
の
女

×
（
対
立
的
）
相
手
凹
凹
無
鏡

一
○

¢
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん

翻
騨

す
み
ま
せ
ん

○
（
友
好
的
）
相
手
爽
や
か
さ

十
○
○



1 0 。 Φ 1

1 24 41 圭 j
43

11
」
4

1
45 6 74 4生 三 8 94 4王 工 15
0

1
51 2 35 51 1 4 Sδ 51 1 15
e

1
57

1
58

1
59

16
0

16
1

1f
i2

16
3

16
4

〈
7
＞
新
聞
投
書
欄
に
よ
る
発
語
の
対
人
効
果
の
デ
ー
タ

主
部
二
審

述
部
内
容

封
人
証
糊
養
述
部
家
羅
形
載

上
蔀
為
筋
離
効
累
先

効
累
（
学
制
）

蘇
（
÷
一
〉
鷲
魏
柴
獺
行
購
果
鵡
購
彩
式
謝
コ
ー
塾
馨
手
縣
獺
麟
翻
他

¢
お
欝
た
せ
し
て
す
み
ま
せ
ん
謝
羅

て
す
み
ま
せ
ん

○
（
友
塩
引
・
的
）
相
手
な
ご
み

牽
○

○
○

¢
お
そ
く
な
り
ま
し
た

謝
罪

膨
ユ
な
り
ま
し
た
○
（
友
好
的
）
第
中
潜
？
、

ｪ芋
？

感
動

率
○

○

¢
す
み
ま
せ
ん

塗
壁

す
み
ま
せ
ん

○
（
友
姫
曲
）
第
蕊
番
？
、

¥手
？

感
動
（
道
鐘
的
；
周
囲

ﾌ人
た
ち
へ
の
心
遣
い

j

十
○

○

¢
ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い
繊
麗

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め

�
ﾈさ
い

○
（
友
好
的
）
相
手
痛
々
し
さ

一
○

○
○

¢
急
い
で
い
る
か
ら
ご
め
ん
よ
謝
罪

ご
め
ん
よ

○
（
友
好
的
〉
①
相
手
、

A第
三
饗
①
う
れ
し
さ
、
②
う
れ

ｵさ
＆
感
激

①
牽
、

A÷

○
○
○
Q

¢
ご
苦
労
さ
ま
で
す

慰
労
襲
職
ご
螢
労
さ
ま
で
す
○
（
友
静
釣
）
相
手

勇
気
づ
け

乎
○
○
○

¢
ご
苦
労
さ
ま
で
す

慰
労
褒
明
ご
蕾
労
さ
ま
で
す
○
（
友
｝
子
的
）
第
三
者
感
動
（
あ
た
た
か
さ
）
＆

ﾝじ
め
さ

十
＆
一

ｻ質 s動
に
j

○
○

○

¢
ど
う
も
こ
蕾
労
さ
ま
で
す
慰
労
豊
明
ご
苦
労
さ
ま
で
す
○
（
友
好
的
）
相
手
心
地
よ
さ
＆
困
惑

十
＆
△

○
○

○

あ
な
た
が

良
い
子
だ

評
価
押
明

［
名
3だ
ね

○
（
友
好
的
）
拍
手

う
れ
し
さ

十
○

○ ？

あ
な
た
が

第
前
に
（
写
真
が
）
と
れ
て
い
る
騨
輌
裟
購

［
動
3て
る
じ
ゃ
あ
な

｢か

○
（
友
好
的
）
第
撫
養
う
れ
し
さ

十
○

○
○

○

あ
な
た
が

か
わ
い
い

評
価
裏
畷

［
瑚
ね

○
（
友
好
的
）
第
三
誘
う
れ
し
さ
／
救
わ
れ
る

vい

十
○

○
○

．
あ
な
た
が
（
？
）

火
好
き

騨
笹
生
．
明

［
形
動
3

○
（
友
好
的
）
．
．
相
手

な
ご
み
．

牽
○

○
○

あ
な
た
の
作
っ
た
弁

魔
ｪ

お
い
し
か
っ
た

評
緬
押
明

〔
形
〕
た
よ

○
（
鼎
呂
的
）
粗
手

な
ご
み
／
購
る
く
す
る
／

ｭく
意
欲

÷
？
○

○

あ
な
た
た
ち
が
だ
れ
よ
り
も
か
わ
い
い

謬
磁
聖
明

ε
形
コ
の
よ

○
（
友
好
的
）
橿
手
安
置

率
0
0

あ
な
た
が

す
ご
い

評
緬
裏
明

彫
］
わ

o（
友
好
的
）
穣
手
感
動
催
分
の
鋤
き
の

m認
に
対
す
る
）

十
○

○ ？

あ
な
た
が

う
ま
く
な
っ
た

評
髄
西
明
膨
］
な
っ
た
ね

O（
友
好
的
）
籾
季

救
わ
れ
る
思
い
／
明
日

ﾖの
フ
ァ
イ
ト

÷
○ ？

○
○

あ
な
た
が

宇
が
き
れ
い

評
黙
坐
明

［
形
コ

O（
友
好
的
）
相
手

自
儒
／
や
る
気
／
成
績
優

G（
？
）

十
○
○

○

あ
な
た
が

（
二
二
研
究
が
）
よ
く
で
き
た
罫
価
裏
鱗

［
勤
｝
ま
し
た

○
（
友
好
的
）
翻
し
手

m解
き
羽
恥
か
し
さ
（
自
分
で
自

ｪが
）
／
自
雀

一
○

○

三
族
そ
ろ
っ
て
カ
ウ

`で
テ
レ
ビ
を
見
る

ｶ活
が

最
も
楽
し
い

評
価
褒
明

［
形
3

△
（
中
立
的
）
相
手

シ
ョ
ッ
ク
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

_の
な
い
偲
酒
虫
義
に

r

一
○

あ
な
た
が

く
そ
ば
ば
あ

評
鯛
褒
曝

［
名
3

×
（
対
立
的
）
相
帯

困
惑
／
恐
れ
／
曽
笑

…
○

○
○

あ
な
た
が

何
を
や
ら
せ
て
も
ダ
メ

評
価
蓑
聡

［
形
翻

x（
対
立
的
｝
相
手

良
僧
褻
失

一
○

あ
な
た
が

音
痴
だ

評
響
胴
瞬

［
名
3で
す

×
（
対
立
的
〉
相
手

陰
鱈
寝
失
／
シ
ョ
ッ
ク

H／
落
込
み
？

一
○

○

あ
な
た
の
つ
き
あ
い

ｪ
ナ
ン
セ
ン
ス
だ

山
鳥
裏
聡

［
名
］
で
す
よ

x（
対
立
的
）
相
手

怒
り

｝
○

あ
な
た
の
央
の
仕
事

ｪ
ア
ル
バ
イ
ト
の
よ
う
な
も
の
だ
評
締
表
明

［
名
］
の
よ
う
な
も
の

ｾ
×
（
対
立
的
）
根
手
悲
し
さ

一
○
○
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〈
8＞
新
聞
投
書
欄
に
よ
る
発
話
の
対
人
効
果
の
デ
ー
タ

主
部
内
容

述
部
内
容

泓
鑛
議

述
部
束
羅
形
式
瀦
行
葡
灘
効
粟
先

効
集
（
袖
象
）

螺
（
壷
一
）
籍
魏
譲
実
貫
騰
鍛
粟
艘
閥
彰
式
謡
子
艶
錨
暫
手
麟
願
齢
雛
他

あ
な
た
が

蓑
づ
く
り
し
た
ク
ソ
バ
バ
ア
だ
評
緬
豊
明

［
名
3

X（
対
立
的
〉
根
手

立
腹
／
く
や
し
さ

一
○
○

○

私
が

今
Bは
朝
か
ら
つ
い
て
い
な
い
認
識
童
戯
［
翻
て
な
い
ん
だ

○
〈
友
女
子
的
）
？
栂
手

な
ご
み

十
○

O ？
O ？

○
○

私
が

わ
か
っ
た

認
謙
蓋
明

［
翻
ま
し
た

0（
宏
妻
子
的
）
根
手

安
緒
／
気
分
の
良
さ

十
○

○

私
が

あ
な
た
に
感
謝
し
て
い
る

認
識
褒
明

［
翻
て
る
よ

○
（
友
娯
的
）
根
手

う
れ
し
さ
／
感
動

十
O

○

お
礼
を
嘗
う
べ
き
人

ｪ
こ
っ
ち
の
方
だ

認
謙
裏
明
銘
3だ
ぜ

○
（
友
蜂
釣
）
相
手
懇
動

十
○

○

私
が

．
世
の
中
に
貫
え
て
ダ
メ
に
な
っ

ﾄい
た
だ
ろ
う

認
識
蓑
明
鋤
3て
い
た
と
思
う
○
（
友
野
的
）
絹
手
胸
の
つ
か
え
が
と
れ
た
十

○
○
○

タ
ン
ポ
ポ
が

寝
ん
ね
だ

認
識
褒
明
膨
翻

△
（
中
立
釣
）
棚
手
？
、
第

I渚
？

感
激
（
愛
ら
し
さ
に
）
十

○ ？
○

身
隊
者
が

遺
伝
だ

認
識
褒
明
銘
］
だ
っ
て
ね

×
（
対
立
的
）
盛
手

絶
句
／
豊
艶
感

｝
○

○
○

○

何
十
年
も
家
事
を
し

ﾄ子
供
を
象
勢
育
て

ﾄき
た
こ
と
が

（
勤
め
る
）
資
格
だ

判
断
袈
明

絡
ユ
で
す
よ

○
（
友
野
的
）
相
手

う
れ
し
さ

÷
○

○

私
が

大
丈
央
だ

戦
漸
袈
明

〔
形
動
］
で
す

○
（
友
好
的
）
根
手

う
れ
し
さ
（
霧
ば
れ
た

ｱと
に
対
す
る
）

十
○

私
が

子
費
て
糞
っ
最
中
で
買
う
こ
と

ｪで
き
な
い

半
噺
裏
明

［
動
］
こ
と
が
で
き
ま

ｹ
ん

○
（
友
好
的
）
格
手
気
持
ち
良
さ

十
○

¢
○

あ
な
た
の
死
ん
だ
あ

ｩち
ゃ
ん
が

臼
分
が
短
い
命
と
知
っ
て
い
て

ｻの
1
灘
一
爵
肇
せ
に
暮
ら
せ
る

ﾑを
選
ん
で
こ
の
簸
に
生
ま
れ

ﾄき
た
・

字
懸
盤
明

［
動
］
て
き
ん
だ
と
思

､
○
（
友
好
的
）
鶏
糞
救
わ
れ
る
思
い

十
○

Q ？

そ
ん
な
こ
と
（
長
い

L家
の
た
め
に
一
生

恂
ｽ鰻
い
て
く
れ
た

ﾌだ
か
ら
寮
心
し
て

艪
ﾁく
り
養
生
す
る

jが

な
い
（
編
し
た
く
な
い
）

判
断
裏
明

［
名
ユ
は
な
い

Q（
友
好
的
）
粗
手
心
に
し
み
る
思
い

÷
○

○
○

あ
な
た
の
歯
が
痛
い

ｱと
が

今
謹
で
一
生
懸
命
に
生
き
て
き

ｽ護
髄
だ

鯛
断
裏
明

［
名
3で
す
か
ら
ね
o（
友
好
的
）
相
手
悲
観
的
な
気
持
ち
の
和

轤
ｰノ
慰
め

十
○

O ？
あ
な
た
が

大
丈
夫
だ

潮
型
褒
明
膨
翻
よ

○
（
友
好
的
）
第
＝
春
感
動
／
温
か
さ

十
○
○

○
○
○

こ
こ
（
教
習
所
）
で
バ

bチ
リ
や
る
こ
と
が

遵
路
で
一
人
で
運
転
す
る
時
き

ﾁと
段
立
つ

判
断
裏
明

鋤
］
さ

○
（
友
好
的
）
二
手

う
ら
や
ま
し
さ
（
肯
定

I考
え
方
に
）

△
○

○ ？

ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ

[
が

（
日
本
へ
の
烹
塵
と
し
て
〉
憲
ば

黷

糊
断
褒
明

〔
動
］
れ
る

○
（
友
婦
的
）
詣
し
手
後
味
の
悪
さ
／
後
悔

一
○

○

（
子
僕
が
部
麗
中
お

烽
ｿゃ
を
散
ら
か
す

ｱと
が
）

携
気
で
寝
て
い
る
よ
り
ま
し
だ
糊
断
馨
糊

［
動
］
て
い
る
よ
り
ま

ｵだ
よ

△
（
中
立
的
）
相
手

気
持
ち
の
．
切
り
替
え
／

ｪ量
り

季
○

そ
ん
な
（
中
闇
闇
の
）

Bが
（
ユ
キ
ノ
シ
タ
を
使
わ
な
い
で
）

ｨ緩
考
さ
ん
に
行
け
ば
い
い

判
断
裏
壁

〔
動
］
ば
い
い
じ
ゃ
な

｢
△
（
中
立
的
）
？
無
手
苦
笑
（
現
代
的
な
考
え

福
ﾉ）

△
○

熱
帯
主
が

薄
紙
だ

判
断
褒
明

銘
］
で
す

△
（
中
立
的
）
相
手

避
溢
（
考
え
方
に
）

△
○

名
古
獲
が

田
醤
な
の
で
（
名
所
は
〉
何
も
な

｢
判
断
褒
明
擬
］
も
な
い
わ

△
（
中
立
的
）
？
葦
手
残
念
（
地
元
を
誇
り
と

ｵな
い
こ
と
を
）

㎜
O

○
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〈
9＞
新
聞
投
書
欄
に
よ
る
発
話
の
対
人
効
果
の
デ
ー
ー
タ

主
部
内
審

述
部
内
審

選
楢
灘

述
部
末
罷
形
筑
瀦
無
筋
離
自
証
先

効
累
（
印
象
）

簿
果
（
÷
一
）
籍
護
難
点
異
翼
範
魏
累
船
隙
艦
鋳
コ
ー
昌
昌
講
髭
轟
髄
麟
捌
他

女
性
の
方
が
も
っ
と
破
局
に
箆
ら
な
か
っ
た

戦
断
簑
明
働
］
な
か
っ
た
の
で
△
（
キ
立
的
）
第
鴛
嚢
？
、
不
愉
快

一
○

芸
能
活
動
を
捜
え
て

は
相
手
？

罵
声
や
舞
業
に
専
念

す
る
こ
と
が

（
パ
ス
ポ
ー
ト
が
）
（
本
人
証
瞬
に
）
な
ら
な
い
鯛
断
嚢
瞬

［
動
ま
せ
ん

×
（
対
立
的
）
？
糧
手

軍
説
得
（
筈
え
に
）

△
○

○

あ
な
た
が

子
供
が
い
る

覇
断
崖
駆

〔
動
だ
ろ
う
に

x（
対
立
釣
）
穣
手

シ
ョ
ッ
ク
（
く
や
し
さ
？

j
一

○
○

こ
こ
（
覆
鮫
の
化
粧
あ
ん
た
（
弟
〉
た
ち
の
来
る
所
じ
糊
調
戯
明

｛
名
3じ
ゃ
な
い
ん
だ
X（
対
立
的
）
第
轟
春
驚
き
（
あ
き
れ
）
／
幻
潔
～

○
○

窪
）
が

由
な
い

よ

（
愚
痴
ま
じ
り
の
く
僕
に
置
っ
て
も
仕
方
が
な
い
戦
断
雲
明

膨
］
だ
ろ
う

×
（
対
立
的
）
第
二
表
身
が
縮
む
恩
い

一
○
O

ど
く
ど
と
し
た
訴
え

が
）

被
女
（
投
稿
奢
〉
が
ト
シ
だ
か
ら
生
臭
い
物
が
蘇
き

ｾ
糊
断
簑
明

［
形
動
］
な
ん
だ

x（
簿
立
的
〉
第
葱
嵩
不
愉
快

　
O

○

あ
な
た
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
る
こ
と
も
離
断
豊
明

［
動
］
ま
せ
ん
か
ら
x（
対
立
窪
1）
相
手
落
胆

一
○

○

な
い

（
不
㈱

身
体
障
轡
拒
み
た
い
だ

覇
断
簑
曝

［
名
｝
み
た
い

x（
対
立
的
）
第
箪
脅
？
、
心
の
趨
み

一
【
キ

○
○

亀
手
？

か
ら
の
誠
Eユ

醐
1
㌻
珊
の
な
い
薬
が
な
い

判
断
鮮
明
？
［
名
3な
ん
か
な
い

×
（
対
立
的
）
楊
手
恐
れ

｝
O

あ
な
た
が
け
さ
う
ま
よ
か
っ
た

感
想
褒
明

£
形
｝
た
ね
え

○
（
友
好
的
）
第
三
春
う
れ
し
さ
（
う
れ
し
泣
幸

○
○

○
く
（
硬
が
）
鵬
た
こ
と

ｪ
き
）

（
あ
な
た
の
葡
失
物
ほ
ん
と
う
に
良
か
っ
た

感
想
鮮
明

ξ
湖
た
ね
え

○
（
友
好
的
）
翔
手

う
れ
し
さ
（
喜
ん
で
く
十

○
○
○

が
見
つ
か
っ
た
こ
と

れ
た
こ
と
に
離
し
て
）

が
〉

あ
な
た
が
い
な
い
こ
寂
し
い

感
想
褒
明

［
形
］
の
だ

○
（
友
好
的
〉
粗
手

う
れ
し
さ
（
貴
霰
な
ご
十

O
o

○

と
が

と
を
教
わ
っ
た
）
ノ
搬
ま

り

（
点
字
部
の
部
員
の
霞
然
で
う
れ
し
か
っ
た

感
想
褒
明

［
形
］
た
で
す
よ

Q（
友
婦
的
）
格
手
安
諸

十
○

○
質
問
が
）

（
孫
が
帰
っ
た
こ
と
こ
れ
か
ら
寂
し
く
な
る

感
想
褒
明

［
形
3く
な
る
ね

○
（
友
好
釣
）
樺
手

濃
ま
り
（
共
感
さ
れ
る
）
十
○

○
○
○
○

が
）
（
？
）

／
優
し
さ
／
慈
敬
の
念

？

（
道
を
驚
け
さ
せ
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
感
想
裟
聡

［
名
｝
で
し
た

○
（
友
好
㈲
濡
手
感
激

牽
○

○
○

も
ら
っ
た
こ
と
が
）

（
あ
な
た
と
）
す
ば
ら
と
て
も
幸
せ
だ

感
想
裏
聡

［
動
｝
て
お
り
ま
す
○
（
友
妊
的
）
毒
手

感
動
（
対
人
駒
）

÷
○
○

○
○

し
い
出
会
い
が
出
楽

た
こ
と
が

（
英
麗
人
マ
ネ
ー
ジ
私
た
ち
に
と
っ
て
正
に
ラ
ッ
キ
感
想
褒
明

［
名
］
で
す
ね

○
（
友
静
釣
）
樵
手

笑
わ
せ
（
ユ
嘆
ア
）

十
○

○
ヤ
ー
が
離
日
す
る
）
一
・
fー
だ

本
尊
が

あ
な
た
が

凹
凹
な
の
に
よ
く
瀕
張
る

感
想
裏
明

［
動
］
な
く
感
嘆
〉

○
（
友
二
二
）
棺
手

つ
ら
さ

一
○

○

（
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
い
い
（
鞭
気
に
し
て
い
な
い
）
感
想
褒
明
？

［
形
］
ん
で
す

○
（
友
鋒
的
）
詣
し
手
く
や
み

一
○
○

○

の
上
に
土
を
飛
び
散

？
ワ

ら
さ
れ
た
こ
と
が
）
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聞
投
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に
よ
る
発
話
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対
人
効
果
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デ
ー
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憲
部
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容

述
部
内
容
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部
宋
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形
式
瀦
駿
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織
効
果
先

効
累
（
舶
象
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鵜
（
÷
一
）
鰭
藝
簸
寒
巽
師
購
肇
内
霞
顕
嵐
野
コ
ー
錨
舅
手
麟
騒
麟
縮
他

私
た
ち
が

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
）
濡
動
が
楽

ｵく
で
き
た

感
想
襲
明

［
名
｝
で
き
た

△
（
中
立
的
）
根
手

感
動
？

÷
○

あ
な
た
が

畷
だ

感
想
凹
凹

［
名
3だ
ね

x（
対
立
的
）
穣
手
？
、
第

l者
？

驚
き
（
あ
き
れ
）

皿
○

○
○

（
あ
な
た
の
）
だ
ん
な

ｪ
疲
遅
く
ま
で
崩
か
け
て
い
て
も

ｽも
雷
わ
な
い

感
想
褻
明

［
主
な
い
な
く
感
嘆
〉
x（
対
立
的
）
第
三
奢
不
愉
侠

一
○

0

私
が

あ
な
た
を
信
じ
る

意
志
豊
明

［
醐
ま
し
ょ
う

○
（
友
好
的
）
輿
車

う
れ
し
さ

十
○

○
○

私
が

調
べ
て
掲
承
す
る

畳
畳
裏
明

［
動
3て
お
き
ま
す
○
（
友
好
的
）
組
手

婦
感
／
親
切
／
好
印
象
／

ｷき
っ
と
し
た
気
持
ち

十
○
○

私
が

一
円
玉
を
あ
ず
か
る

慧
志
裏
明

［
動
］
い
た
し
ま
す
○
（
友
好
的
）
根
手

う
れ
し
さ
／
ほ
の
ぼ
の

ｴ
や

○
○

○

私
が

（
こ
の
子
＝
投
稿
春
と
〉
い
っ
し

蛯
ﾉ帰
る

意
志
裏
明

［
動
〕
ま
す
よ

△
（
中
立
的
）

m→
○
（
友
鋒
的

j［
第
3剖
］

第
忌
嶺
安
堵
（
助
か
っ
て
）
／
あ

閧
ｪた
さ
（
援
助
）

十
○

O
O
○

私
が

（
あ
な
た
の
講
譲
り
は
）
い
い

i
鴛
い
ら
な
い
）

慰
志
望
明

［
形
］
で
す
く
断
り
〉
x（
対
立
的
）
第
蕊
岩
驚
き

㎝
○

○ ？
○

あ
な
た
が

足
を
踏
ん
だ
の
に
謝
ら
な
い
箏
実
褒
明

［
動
］
も
し
な
い

×
（
対
立
的
）
①
第
三
覇

A⑨
相
手

①
恐
れ
、
②
恐
れ
？

一
○

○

私
が

（
あ
な
た
た
ち
の
）
父
さ
ん
の
鐡

ｶゃ
な
い

纂
災
裟
明

［
名
］
じ
ゃ
な
い

×
（
対
立
的
）
誕
し
手
み
じ
め
さ

一
○

（
払
い
益
し
が
）
○
○
円
だ

事
案
塗
壁

襲
名
〕
ね

×
（
対
立
的
）
相
手
不
愉
快

　
O

¢
○ ？

○

あ
な
た
が
．
．

．
早
く
よ
く
な
る

希
鶏
褒
曝
鋤
］
て
く
だ
さ
い
○
（
友
魚
釣
）
．
相
手

感
激
／
励
ま
し

十
○

○
○

（
年
寄
り
が
）

先
が
短
い
の
だ
か
ら
（
箪
に
）
ひ

ｩれ
て
死
ん
で
し
ま
え
ば
い
い

希
塾
褻
明
鋤
〕
じ
ま
え
ば
い
い

�
ｾよ

x（
対
立
釣
）
第
箪
春
体
の
震
え
／
不
検
快

一
○

私
が

（
あ
な
た
の
子
供
が
）
う
る
さ
く

ﾄ闘
こ
え
な
い

状
況
褒
明

［
動
〕
や
し
な
い

×
（
対
立
釣
）
相
手

心
外
／
悲
し
さ

一
○

○
○

¢
そ
う
だ
そ
う
だ

問
意
褒
明

［
応
劉

×
（
対
立
的
）
語
し
手
恥
か
し
さ

　
○

¢
ガ
イ
ジ
ン
や

認
知
褻
明

［
名
〕
や
く
方
欝
〉

x（
対
立
釣
）
第
三
巻
不
愉
快

一
○

○
○

¢
う
ん
う
ん

応
答

［
応
劉

○
（
友
聾
的
）
？
相
手
が
っ
か
り
（
箏
晒
の
説

?は
γ
寧
に
で
き
る
だ

ｯに
）

　
○

○

¢
う
ん

応
箒

［
応
答
3

○
（
一
婦
的
）
？
相
手
葬
礼

一
○

○

私
の
唐
が

は
し
を
鷹
い
て
い
な
い

応
答

［
劒
て
い
ま
せ
ん
x（
対
立
的
）
相
手
落
胆

…
O
○ ？
○ ？

○

私
が
．

（
あ
な
た
を
）
賞
す
る

寛
欝

［
動
ま
す

○
（
友
勘
違
）
相
手

う
れ
し
さ

十
○

あ
な
た
が
（
汚
れ
を
）

@く
こ
と
が

い
い
（
需
十
分
だ
）

量
産
受
入
れ
［
瑚
の
よ

○
（
友
好
的
）
相
手

う
れ
し
さ

÷
○

○
○

あ
な
た
の
「
す
み
ま

ｹん
」
が
（
？
）

（
何
に
も
な
ら
な
い
）
（
？
）

謝
罪
受
入
れ
拒

ﾛ
な
に
が
す
み
ま
せ
ん

ｾ
x（
朗
立
的
）
相
手

と
ま
ど
い
（
？
）

　
○
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